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「環
境
に
貢
献
し
た
世
界
の
女
性

リ
ー
ダ
ー
二
十
五
人
」
に
選
ば
れ
て

ナ
イ
ロ
ビ
の
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ

（国
連
環
境
計

画
）
か
ら

「あ
な
た
は
二
十
五
人
の

一
人

に
選
ば
れ
ま
し
た
」
と
連
絡
を
受
け
た
時

に
は
、
何
に
選
ば
れ
た
の
か
さ
っ
ぱ
り
見

当
が
つ
か
な
か
っ
た
。
何
度
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
を
や
り
取
り
し
て
い
る
う
ち
に
わ
か
っ

た
の
は
、
今
年
は
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
創
立
二
十

五
周
年
に
あ
た
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を

記
念
し
て

「
環
境
に
貢
献
し
た
世
界
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
二
十
五
人
」
を
選
び
、
二
月

六
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
表

彰
式
を
行
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

私
は
び
っ
く
り
し
て
、
ど
ん
な
メ
ン
バ

ー
な
の
か
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
元
首
相
の
グ
ロ
・
ハ
ー
レ
ム

・

堂

本

暁

子

ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
や
歌
手
で
環
境
保
護
活

動
家
と
し
て
知
ら
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
オ
リ
ビ
ア
ｏ
ニ
ュ
ー
ト
ン
ジ
ョ
ン
、
国

連
人
口
基
金
事
務
局
長
の
パ
キ
ス
タ
ン
の

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
、
ザ

・
ボ
デ
ィ

シ
ョ
ッ
プ
の
創
設
者
と
し
て
知
ら
れ
る
イ

ギ
リ
ス
の
ア
ニ
ー
タ

・
ロ
デ
ィ
ッ
ク
な
ど
、

そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
顔
な
じ

み
の
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ラ

・
ア
ブ
ザ
ッ
ク
、

イ
ン
ド
の
バ
ン
ダ
ナ

ｏ
シ
ヴ
ァ
の
名
前
も

あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に

向
け
て
精
力
的
に
活
動
を
続
け
て
き
た
人

た
ち
で
あ
る
。
私
は

一
九
九
〇
年
に
Ｇ
Ｌ

Ｏ
Ｂ
Ｅ

（地
球
環
境
国
際
議
員
連
盟
）
に

入
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
地
球
環
境
問

題
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
主
と
し
て
生

物
多
様
性
が
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

若
い
頃
に
登

っ
た
南
ア
ル
プ
ス
の
稜
線

に
は
、
コ
マ
ク
サ
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
し
、

冬
の
立
山
で
は
頭
の
赤
が
目
立

つ
ラ
イ
チ

ョ
ウ
を
よ
く
見
か
け
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
わ
ず
か
数
十
年
の
間
に
コ
マ
ク
サ

も
ラ
イ
チ
ョ
ウ
も
絶
滅
の
危
機
に
瀕
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
東
北
の
連
峰
は
、
飛
行

機
か
ら
見
る
と
、
ま
る
で
稜
線
を
え
ぐ
っ

た
よ
う
に
林
道
が
走
り
、
オ
オ
タ
カ
や
イ

ヌ
ヮ
シ
た
ち
の
営
巣
地
が
次
か
ら
つ
ぎ
ヘ

と
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
温
暖
化
が
進
め
ば
こ
う
し
た

動
物
や
植
物
は
生
息
環
境
の
変
化
で
、
絶

滅
が
加
速
さ
れ
か
ね
な
い
。
い
ま
や
、
日

本
の
野
生
植
物
の
六
種
に

一
種
は
絶
滅
の

方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
四

季
の
変
化
に
富
ん
だ
日
本
の
自
然
の
貧
困

化
が
じ
わ
じ
わ
と
進
ん
で
い
く
。

こ
う
し
た
実
態
を
知

っ
て
、
私
は
無
我

夢
中
で
走
り
出
し
て
い
た
。
日
本
の
山
だ

け
で
は
な
い
。
南
米
の
熱
帯
林
も
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア

ル
プ
ス
の
森
も
、
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。
自
然
を
守
り
、
生
態
系
を
保
全
す
る

た
め
に
生
物
多
様
性
条
約
を
実
効
あ
る
も

の
に
し
た
い
、
と
い
う
の
が
私
の
こ
の
六

年
間
の
願
い
で
あ
り
、
仕
事
で
あ

っ
た
。

「環
境
の
保
全
と
い
え
ば
男
も
女
も
な
い

だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
る
が
、
自
由
市
場
経

済
に
正
面
か
ら
勇
気
を
持

っ
て
立
ち
向
か

っ
て
い
る
の
は
意
外
に
女
性
た
ち
な
の
だ
、

と
気
付
か
さ
れ
た
。
カ
ナ
リ
ア
が
炭
坑
で

毒
素
の
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
で
あ
る
よ
う

に
、
女
性
た
ち
も
意
識
的
に
せ
よ
無
意
識

的
に
せ
よ
、
時
代
の
変
化
を
感
じ
と
り
、

思
想
の
変
革
を
行
い
、
ま
た
行
動
に
移
し

て
き
た
。

経
済
中
心
主
義
か
ら

「持
続
可
能
な
開

発
」
と
い
う
価
値
観
の
転
換
を
実
現
し
た

の
が
、
当
時
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首
相
な
が
ら
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世
界
環
境
会
議
の
議
長
を
務
め
た
ブ
ル
ン

ト
ラ
ン
ト
で
あ
る
。
彼
女
が
ま
と
め
た

「我
ら
共
通
の
未
来
」
は
、
最
も
迫
力
の

あ
る
、
そ
し
て
二
十

一
世
紀
へ
の
方
向
性

を
し
っ
か
り
と
指
し
示
し
た
報
告
書
だ
。

そ
の
中
で
彼
女
は

「私
は
最
終
的
に
、
未

来
を
直
視
し
、
次
の
世
代
の
利
益
を
守
る

と
い
う
挑
戦
を
受
け
て
立

つ
こ
と
に
し
ま

し
た
。
変
革
の
た
め
に
我
々
は
何
を
す
べ

き
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ

と
が
余
り
に
明
白
で
あ

っ
た
か
ら
で
す
」

と
述
べ
て
い
る
。
世
代
間
の
平
等
、
大
量

消
費
型
社
会
か
ら
循
環
型
社
会
へ
の
転
換

を
主
張
し
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
を
説
得
す

る
迫
力
を
、
彼
女
は
持
っ
て
い
た
。

ジ
紙
　
一九
ア
メ
リ
カ
の
下
院
議
員
だ
っ

に
刀
た
ベ
ラ
・
ア
ブ
ザ
ッ
ク
は
、
世
界

左ヵ、
々
の
女
性
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

た、
姉

つ
く
り
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
を
は
じ

臨
刑

め
、
国
連

の
地
球
規
模
問
題
に
多

曜
ス、
大

の
影
響
を
与
え
た
。
大
変
な
大

角

・テ

物
お
ば
さ
ん
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ

の

・２５
・″
セ
オ

・
コ
ル
バ
ー
ン
は
、
化
学
物

・ダ
御

質
が
生
物

の
生
殖
機
能
に
影
響
を

脚

ヽ夕
与
え
る
こ
と
を
立
証
し
た
。
鳥
や

は
弊
魚
だ
け
で
は
な
い
、
人
間
と
て
例

岬
工、
外
で
は
な
い
の
だ
。
彼
女
は
著
書

眈
痛

の

『わ
れ
ら
の
奪
わ
れ
た
未
来
』

謝
臓

で
人
類
と
自
然
環
境
の
在
り
方
に

難
に

つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
九
十

畷
卦
年
代
の
レ
イ
チ
ェ
ル
ｏ
カ
ー
ソ
ン

（『沈
黙
の
春
』
の
著
者
）
と
呼
ば

れ
る
所
以
で
あ
る
。

一
方
、
途
上
国
の
立
場
か
ら
植
物
や
動

物
の
多
様
性
を
失
う
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
を

告
発
し
続
け
た
の
が
バ
ン
ダ
ナ

ｏ
シ
ヴ
ァ

で
あ
る
。
生
物
の
多
様
性
を
失
う
こ
と
は

文
化
の
多
様
性
を
も
失
う
、
と
彼
女
は
主

張
す
る
。
ケ
ニ
ア
の
ワ
ン
ガ
リ

・
マ
タ
イ

も
、
こ
れ
ま
た
芯
の
強
さ
は
人
後
に
落
ち

な
い
。
何
回
投
獄
さ
れ
て
も
、
大
統
領
か

ら
の
弾
圧
を
受
け
て
も
、
樹
を
植
え
る
運

動
を
や
め
は
し
な
い
。

私
自
身
は
、
生
物
多
様
性
と
い
う
テ
ー

マ
に
出
会

っ
た
お
か
げ
で
地
球
と
い
う
惑

星
の
魅
力
、
そ
こ
に
誕
生
し
た
生
態
系
の

神
秘
を
か
い
ま
見
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

数
多
く
の
動
物
や
植
物
と
出
会
い
、
地
球

環
境
を
守
る
こ
と
に
使
命
感
を
抱
い
て
い

る
女
性
た
ち
と
も
出
会

っ
た
。

二
月
六
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本

部
に
集
ま
っ
た
女
性
た
ち
は
、
誰

一
人
と

し
て
気
負

っ
た
人
は
い
な
か
っ
た
。
み
ん

な
自
然
体
で
あ
る
。
た
ち
ま
ち
、
仲
良
く

な
っ
て
、
二
十
五
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

世
界
中
の
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
に

も
、
そ
し
て
若
者
に
も
高
齢
者
に
も
広
げ

て
い
こ
う
。
動
物
や
植
物
な
ど
あ
ら
ゆ
る

生
物
と
人
類
が
共
生
し
て
い
く
こ
と
で
地

球
は
守
れ
る
し
、
平
和
な
世
界
を
実
現
で

き
る
、
と
語
り
合
い
、
ま
た
世
界
の
各
地

に
散

っ
て
い
っ
た
。

ネ
パ
ー
ル
・
日
本
国
交
樹
立
四
十
周
年
記
念
切
手
発
行

マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
四
十
周
年
記
念
切
手
の
後
日
談

松
田
雄

一

■
計
画
の
発
端

マ
ナ
ス
ル
登
頂
四
十
周
年
の
記
念
切
手

を
出
し
た
ら
、
と
い
う
提
案
は

一
九
九
五

年
十
月
、
来
日
中
の
ネ
パ
ー
ル
登
山
協
会

（Ｎ
Ｍ
Ａ
）
ダ
ヮ
・
ノ
ル
ブ
会
長
の
発
案

で
、
具
体
的
に
動
き
だ
し
た
。

た
ま
た
ま
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
の
歓
迎
会
の
席

上
、
林
田
正
幹
会
員
が
読
売
新
聞
十
月
二

日
付
夕
刊
記
事
「あ
の
場
面
、
あ
の
記
録
」

に
、
今
西
さ
ん
が
マ
ナ
ス
ル
山
頂
に
立

つ

カ
ラ
ー
写
真
が
出
て
い
る
の
を
見
せ
た
と

こ
ろ
、
大
変
気
に
入

っ
て
、
切
手
の
デ
ザ

イ
ン
案
を
日
本
側
で
作
成
し
て
ほ
し
い
旨

の
依
頼
を
受
け
た
。

■
ネ
パ
ー
ル
側
と
の
折
衝

記
念
切
手
を
出
す
の
は
資
金
も
か
か
ら

な
い
と
思
わ
れ
た
の
で
、
村
木
会
長
に
報

告
。
早
速
デ
ザ
イ
ン
を
日
大
理
工
学
部
建

築
科
の
Ｃ
Ｇ
の
先
生
に
お
願
い
し
て
数
種

類
作

っ
て
も
ら
い
、
十

一
月
中
旬
カ
ト
マ

ン
ズ
を
訪
れ
る
神
崎
評
議
員
に
託
し
て
、

ダ
ワ
会
長
に
届
け
て
も
ら
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
Ｎ
Ｍ
Ａ
側
は
、
事
務
局
長

の
ブ
ー
ミ

●
ラ
ル

・
ラ
マ
氏
が
担
当
。
た

だ
ち
に
観
光

・
航
空
省
を
通
じ
て
情
報
通

信
省
郵
政
局
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
結
果
、

十

一
月
二
十
三
日
付
、
九
項
目
に
わ
た
る

必
要
な
説
明
資
料
提
出
の
要
望
が
あ
り
、

資
料
を
取
り
ま
と
め
て
送
付
し
た
。　
一
月

二
十
九
日
に
な
っ
て
、
本
件
は
政
府
の
公

式
の
ル
ー
ト
に
乗

っ
て
進
行
中
で
あ
る
と

の
連
絡
が
あ
り
、
期
待
し
て
待
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
二
月
二
十
八
日
付
の
来
信
で
、

「発
行
ま
で
に
最
低
四
か
月
は
か
か
る
の

で
、
五
月
九
日
の
登
頂
記
念
日
に
は
到
底

間
に
合
わ
な
い
。
た
だ
し
来
年
五
月
の
四
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十

一
周
年
記
念
に
は
間
に
合
わ
せ
る
」
旨

の
確
約
が
取
れ
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

■
日

・
ネ
国
交
樹
立
四
十
年
へ
の

新
提
案

こ
の
年
の
秋
に
、
駐
ネ
日
本
国
大
使
館

で
日

・
ネ
国
交
樹
立
四
十
周
年
記
念
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
計
画
が
あ
る
と

の
情
報
を
得
た
。
そ
こ
で
Ｎ
Ｍ
Ａ
に
二
月

八
日
付
で
、
今
西
大
阪
名
誉
総
領
事
が
マ

ナ
ス
ル
山
頂
に
立

つ
デ
ザ
イ
ン
は
、
日
本

と
ネ
パ
ー
ル
の
両
国
外
交
上
の
原
点
で
も

あ
り
、
そ
の
ま
ま

「
日

・
ネ
国
交
樹
立
四

十
周
年
記
念
切
手
」
に
使
用
し
て
も
お
か

し
く
な
い
の
で
、
再
考
願
え
な
い
か
と
の

新
提
案
を
行

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
Ｎ
Ｍ
Ａ
か
ら
は
、
四
月
十

一
日
付
、
新
提
案
は
早
速
郵
政
局
長
に
伝

え
た
が
、
こ
の
種
の
切
手
は
郵
政
局
の
年

間
計
画
に
入

っ
て
い
な
け
れ
ば
突
然
言
わ

れ
て
も
無
理
で
あ
る
、
と
の
返
信
が
届
き
、

Ｎ
Ｍ
Ａ
を
通
じ
て
の
記
念
切
手
発
行
計
画

は
不
調
に
終
わ
っ
た
。

一
九
九
七
年
四
月
六
日
発
行
の
四
十
周
年
記
念
切
手

下
は
ネ
パ
ー
ル
郵
政
局
の
マ
ー
ク

■
マ
ナ
ス
ル
登
頂
四
十
周
年
記
念
カ
バ
…

の
作
成

一
九
九
六
年
の
秋
に
な
り
、
大
使
館
主

催
の
国
交
樹
立
四
十
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
が
十
月
二
日
に
カ
ト

マ
ン
ズ
で
開
催
さ
れ
、
翌
四
日
、
本
会
主

催
で

「
マ
ナ
ス
ル
登
頂
四
十
周
年
記
念
パ

ー
テ
ィ
ー
」
を
開
き
、
登
山
当
時
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
を
お
招
き
し
て
謝
意
を
表

し
た
。
こ
れ
は
会
報
『山
』
六

一
九
号
「
マ

ナ
ス
ル
登
頂
四
十
周
年
ネ
パ
ー
ル
行
事
報

告
」
と
し
て
既
報
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
時
、
ネ
パ
ー
ル

ｏ
日
本
研
究
セ
ン

タ
ー

（Ｎ
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
主
催
の

「
マ
ナ
ス
ル

登
頂
記
念
展
」
に
は
、
日
本
か
ら
持
参
し

た
ヒ
マ
ラ
ヤ
記
念
切
手
の
Ｆ
Ｄ
Ｃ

（初
日

カ
バ
ト
）
も
展
示
さ
れ
た
。
出
席
さ
れ
た

ネ
パ
ー
ル
郵
政
局
の
国
際
郵
便
課
の
Ｂ

ｏ

Ｊ

・
バ
ウ
デ
ル
課
長
は
、
マ
ナ
ス
ル
登
頂

四
十
周
年
記
念
切
手
の
発
行
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
と
し
て
、

遺
憾
の
意
を
表
さ
れ
た
。

こ
の
展
覧
会
で
切
手
展
示
部
門
を
担
当

さ
れ
た
、
Ｎ
Ｎ
Ｒ
Ｃ
の
終
身
会
員
で
あ
る

モ
ー
ハ
ン
ｏ
Ｎ

・
ラ
ナ
氏

（ネ
パ
ー
ル
郵

政
局
の
切
手
デ
ザ
イ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
で

も
あ
る
）
は
、
記
念
切
手
の
代
わ
り
に
ネ

パ
ー
ル

ｏ
日
本
両
国
で
発
行
さ
れ
た
マ
ナ

ス
ル
の
切
手
を
使
用
し
た
記
念
の
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ｏ
カ
バ
ー
を
作
成
。
こ
れ
に

使
用
し
た
ネ
パ
ー
ル
の
マ
ナ
ス
ル
切
手
に

は
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催
日
当
日
の
十
月

四
日
の
特
印
が
押
さ
れ
た
。
こ
の
カ
バ
ー

を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
、
日
本
の
マ
ナ
ス

ル
初
登
頂
記
念
切
手
に
は
、
発
行
日
の
四

十
周
年
に
当
た
る

一
九
九
六
年
十

一
月
二

日
付
の
消
印
が
押
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
日

・
ネ
両
国
の
協
力
に
よ
リ
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
バ
ー
は
完
成
さ
れ
、
関

係
者
に
喜
ば
れ
た
。
（右
下
参
照
）

■
日

ｏ
ネ
国
交
樹
立
四
十
周
年

記
念
切
手
の
発
行

そ
の
後
ラ
ナ
氏
か
ら
は
、
新
年
の
グ
リ

ー
テ
ィ
ン
グ

ｏ
カ
ー
ド
に
添
え
て
、
ネ
パ

ー
ル
郵
政
局
の

一
九
九
七
年
切
手
発
行
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
今
年
の
十

一
月
に
こ
の
切
手
が

発
行
さ
れ
る
計
画
に
な

っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
二
月
十
三
日
付
の
Ｎ
Ｍ
Ａ
か
ら
の
情

報
で
は
、
切
手
は
現
在
印
刷
が
進
行
中
で

あ
り
、
近
日
中
に
発
行
さ
れ
る
予
定
、
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
方
ク
リ
シ
ュ
ナ
氏
か
ら
も
、
二
月
二

十

一
日
付
で
マ
ナ
ス
ル
遠
征
と
日

・
ネ
国

交
樹
立
四
十
周
年
の
記
念
切
手
が
近
日
中

に
発
行
さ
れ
る
見
込
み
な
の
で
、
マ
テ
マ

駐
日
ネ
パ
ー
ル
大
使
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

ら
れ
た
い
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で

大
使
に
発
行
予
定
日
な
ど
に
つ
い
て
た
ず

ね
て
み
た
が
、
本
国
か
ら
は
連
絡
が
入

っ

て
お
ら
ず
、
近
日
中
と
い
う
こ
と
し
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
勝
手
に
五
月
の
登

頂
日
頃
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
た
。

念
の
た
め
、
吉
永
理
事
か
ら
ネ
パ
ー
ル

バ鬱‐

⑪
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の
友
人
ビ
ナ
ヤ
氏
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
四
月
十
七
日
付
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
入

り
、
記
念
切
手
は
す
で
に
発
行
さ
れ
た
と

の
こ
と
、
翌
日
外
務
省
南
西
ア
ジ
ア
課
に

問
い
合
わ
せ
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

一
、
発
行
年
月
日
…

一
九
九
七
年
四
月
六

日

（注

・
同
日
カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
い

て
、
ジ
ャ
ル
ナ
ー
ト

ｏ
カ
ナ
ル
情
報

通
信
大
臣
が
出
席
の
上
、
本
切
手
発

行
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
）

二
、
図
案
…
両
国
国
旗
（図
面
中
央
下
部
）

エ
ベ
レ
ス
ト

（中
央
上
部
）、

マ
ナ

ス
ル

（右
側
）、
富
士
山

（左
側
）

三
、
図
案
企
画
…
ク
リ
シ
ュ
ナ

・
バ
ハ
ド

ゥ
ー
ル

・
バ
ル
マ
氏

（注

・
わ
が
国

の
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
＝

一
九
五
六
年

登
頂
＝
の
許
可
取
得
に
多
大
な
尽
力

を
な
し
、
現
在
ネ
パ
ー
ル

ｏ
日
本
研

究
セ
ン
タ
ー
を
主
宰
し
て
い
る
）

四
、
図
案
デ
ザ
イ
ン
…
モ
ー
ハ
ン
・
ナ
ル

シ
ン
ｏ
ラ
ナ
氏

（画
家
）

五
、
切
手
文
面
…
お
静

＞
ヨ
〓
①
覇
”
崚

〇
』

国
の
一
”
げ
Ｆ
∽
Ｆ
員
ｒＯ
目
一　
〇
ヽ
　
日
）いｏ
ＨＯ
‐

●
口
”
一
”０
　
　
】Ｗ
・①
Ｆ”
一
脚〇
●
∽
　
　
げ
①
す
ξ
①
①
目

ブ
「①
づ
”
Ｈ
”
●
魚
』
”
づ
”
口
・

六
、
印
刷
…
四
色
刷
り
、
ス
イ
ス
で
印
刷

七
、
額
面
…
十
八
ル
ピ
ー

（ネ
パ
ー
ル
か

ら
日
本
へ
の
航
空
便
書
状
料
金
）

八
、
発
行
枚
数
…
百
万
部

そ
の
後
大
型
連
体
明
け
に
は
ビ
ナ
ヤ
氏

か
ら
吉
永
理
事
宛
に
、
こ
の
記
念
切
手
の

Ｆ
Ｄ
Ｃ
が
届
い
た
。
同
時
に
切
手
シ
ー
ト

の
現
物
が
宮
原
規
氏
か
ら
届
い
た
。

（Ｆ
Ｄ
Ｃ
、
記
念
切
手
は
三
ペ
ー
ジ
参
照
）

＊

　

　

　

　

　

＊

　

　

　

　

　

＊

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
記
念
切
手
の
発

行
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
Ｎ
Ｍ
Ａ
が
大
変

な
努
力
を
し
、
昨
年
秋
の
本
会
主
催
に
よ

る
マ
ナ
ス
ル
記
念
行
事
以
降
は
、
本
会
名

誉
会
員
の
バ
ル
マ
氏
が
図
案
を
企
画
し
、

同
氏
が
主
宰
し
て
い
る
Ｎ
Ｎ
Ｒ
Ｃ
の
終
身

会
員
で
あ
る
ラ
ナ
氏
が
デ
ザ
イ
ン
の
原
画

を
描
い
て
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
機
会
に
改
め
て
バ
ル
マ
氏
に
謝

意
を
表
し
て
こ
の
報
告
を
終
わ
り
た
い
。

＊
ク
リ
シ
ュ
ナ

・
バ
ル
マ
氏
は
五
月
二
十

九
日
、
心
不
全
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
行
年
七
十
二
歳
で
し
た
。

五
月
五
日
の
子
供
の
日
の
午
後
で
あ
っ

た
。
出
先
の
私
の
携
帯
電
話
に
、
と
ん
で

も
な
い
、
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
悲
し
い

知
ら
せ
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

こ
の
日
の
午
前
九
時
半
頃
、
穂
高
涸
沢

の
ザ
イ
テ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
、
徳
島
が
雪
崩

に
巻
き
込
ま
れ
死
亡
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。私

は
、
思
わ
ず
、
そ
ん
な
馬
鹿
な
、
何

か
の
間
違
い
で
は
な
い
の
か
、
と
電
話
の

主
を
怒
鳴
り
つ
け
て
い
た
。
私
の
頭
の
中

は
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
無
念
さ
で

一
杯
と

な
り
、
徳
島
の
顔
が
浮
か
ん
だ
り
消
え
た

り
す
る
だ
け
で
、
彼
の
死
に
ど
の
よ
う
に

対
処
し
た
ら
よ
い
の
か
判
断
す
る
の
に
し

ば
ら
く
時
間
を
必
要
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

徳
島
は
、
東
海
支
部
の
副
支
部
長
で
あ

る
。
付
き
合
い
は
、
三
十
年
近
く
な
る
が
、

私
が
支
部
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
支
部

の

一
番
重
要
な
総
務
関
係
の
仕
事
を

一
手

に
引
き
受
け
て
く
れ
、
文
字
通
り
私
の
片

腕
と
し
て
支
部
運
営
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
。

ま
た
、
東
海
支
部
の
お
家
芸
で
あ
る
海

外
登
山
で
も
、
徳
島
は
、
隊
長
と
し
て
雪

蓮
峰
の
初
登
頂
、
ク
ラ
ウ
ン
峰
の
初
登
頂

を
成
し
遂
げ
、
こ
の
成
果
を
ひ
っ
さ
げ
て
、

今
月
の
十
六
日
に
Ｋ
２
の
隊
長
と
し
て
、

勇
躍
日
本
を
発
つ
ば
か
り
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

徳
島
は
、
支
部
で
は
、
ト
ク
チ
ャ
ン
と

か
、
ト
ク
サ
ン
と
か
呼
ば
れ
て
い
て
、
何

事
に
も
誠
実
に
、
真
摯
に
立
ち
向
か
う
姿

勢
は
、
高
い
信
頼
感
を
与
え
、
多
く
の
仲

間
の
人
望
を
集
め
て
い
た
。
「篤
実
」と
い

う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
徳
島
の
た

め
に
存
在
す
る
の
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

そ
の
徳
島
が
、
ひ
と
こ
と
も
言
わ
ず
に

忽
然
と
消
え
た
の
で
あ
る
。
何
故
あ
ん
な

と
こ
ろ
で
、
何
故
こ
の
時
期
に
、
何
故
あ

の
男
が
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
、
い
く
ら
自
問
し
て
も
答
え
は
返
っ
て

こ
な
い
。

徳
島
は
、
東
海
支
部
で
私
が
最
も
信
頼

し
て
い
た
男
で
あ
る
。
私
に
は
、
徳
島
抜

き
の
東
海
支
部
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
と

に
か
く
今
の
私
の
心
境
は
、
無
念
さ
と
悔

し
さ
で
先
の
こ
と
は
、　
一
切
頭
に
入
ら
な

た
だ
、
東
海
支
部
に
と
っ
て
、
か
け
が

え
の
な
い
、
最
も
重
要
な
人
材
を
失

っ
た

と
の
思
い
は
、
支
部
の
共
通
し
た
認
識
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

Ｋ
２
隊
で
あ
る
が
、
徳
島
を
中
心
に
し

て
完
全
に
準
備
が
整

っ
て
い
た
こ
と
。
徳

島
の
あ
と
を
、
田
辺
が
引
き
受
け
て
く
れ

た
こ
と
。
全
隊
員
が

一
人
も
欠
け
る
こ
と

な
く
、
徳
島
の
遺
志
を
継
い
で
、
Ｋ
２
の

頂
に
立

つ
と
決
意
表
明
し
て
く
れ
た
こ
と
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
支
部
と
し
て
は
、
Ｋ
２

登
山
隊
の
派
遣
を
改
め
て
決
定
し
た
。

本
隊
は
、
予
定
通
り
五
月
十
六
日
、
イ

ス
ラ
マ
バ
ー
ド
ヘ
向
け
て
成
田
を
発
っ
た
。

こ
の
出
発
を

一
番
喜
ん
で
く
れ
た
の
は
、

外
で
も
な
い
、
泉
下
の
徳
島
自
身
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

徳
島
和
男
　
享
年
五
十
二
歳
。
合
掌
。

追
悼

徳
島
和
男

・
涸
沢
に
斃
る

尾
上
　
昇

(4)
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中
上
級
者
対
象

山
岳
ス
キ
ー
研
修
会
を
開
催

四
月
十
二
日
～
十
四
日
、
上
越
国
境
の

谷
川
岳
に
お
い
て
、
指
導
委
員
会
主
催
の

中
上
級
者
対
象
山
岳
ス
キ
ー
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。
今
年
は
全
国
的
に
例
年
よ
り

約

一
か
月
分
は
積
雪
が
少
な
い
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
谷
川
連
峰
も
五
月
中
旬
並
み

の
残
雪
で
、
当
初
予
定
し
て
い
た
コ
ー
ス

を
多
少
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と
な

っ
た
。
し
か
し
春
の
移
動
性
高
気
圧
の
お

か
げ
と
、
今
回
の
研
修
会
は
中
上
級
者
対

象
と
い
う
こ
と
で
参
加
者
の
足
並
み
が
そ

ろ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
中
身

の
濃
い
研
修
会
と
な
っ
た
。

参
加
資
格
を
あ
る
程
度
限
定
さ
せ
て
も

ら
っ
た
今
回
の
研
修
会
に
は
、
主
任
講
師

を
務
め
た
私
、
熊
崎
和
宏
以
下
講
師
四
名
、

研
修
生
七
名
と
精
鋭
ば
か
り
の
総
勢
十

一

名
が
、
東
京
の
ほ
か
大
阪
や
新
潟
な
ど
各

地
か
ら
参
集
し
た
。

初
日
の
十
二
日
は
、
朝
七
時
に
土
合
山

の
家
に
集
合
。
キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
に
よ
る

雪
上
歩
行
技
術
の
研
修
と
し
て
、
天
神
平

た
め
、　
一
時
た
り
と
も
気
は
抜
け
な
い
も

の
の
、
絶
好
の
雪
質
に
恵
ま
れ
、
存
分
に

ス
キ
ー
滑
降
技
術
を
研
修
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

芝
倉
沢
を
滑
り
切

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

我
が
成
曖
大
学
山
岳
部
の
山
小
屋

『虹
芝

寮
』
で
は
、
強
烈
な
春
山
の
陽
射
し
の
も

と
、
つ
い
に
誘
惑
に
負
け
、
缶
ビ
ー
ル
を

数
本
空
け
て
し
ま

っ
た

（私
の
本
業
は
虹

芝
寮
の
管
理
者
で
、
事
前
に
自
ら
ビ
ー
ル

を
担
ぎ
あ
げ
て
お
い
た
の
で
あ
る
）。
ま

だ
日
は
高
く
、
こ
こ
か
ら
湯
檜
曾
川
沿
い

の
平
坦
な
樹
林
帯
を
の
ん
び
り
土
合
に
戻

っ
た
。

最
終
日
の
十
四
日
も
、
気
を
緩
め
る
こ

と
な
く
、
三
た
び
天
神
平
に
あ
が
り
、
危

急
時
対
策
と
し
て
ク
レ
バ
ス
転
落
者
の
救

助
技
術
と
負
傷
者
搬
送
技
術
の
訓
練
を
行

っ
た
。
そ
の
後
熊
穴
沢
の
別
ル
ー
ト
を
滑

降
し
て
土
合
に
戻
り
、
昼
過
ぎ
の
解
散
と

な
っ
た

（有
志
は
引
き
続
き
水
上
温
泉
で

露
天
風
呂
と
蕎
麦
＆
ビ
ー
ル
の
研
修
に
向

か
っ
た
そ
う
で
あ
る
）。

私
も
指
導
委
員
会
を
担
当
し
て
三
年
目

に
な
る
が
、
い
ま
だ
に
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
研
修
会
を
運
営
し
て
い
る
。

一
部
の
会
員
に
は
、
会
報
の
記
事
な
ど
か

ら

『厳
し
さ
』
の
み
が
誇
張
さ
れ
て
印
象

づ
け
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日

本
山
岳
会
の
会
員
と
し
て
真
面
目
に
き
ち

ん
と
し
た
登
山
技
術
を
学
び
た
い
、
と
い

う
方
に
は
胸
を
張

っ
て
お
薦
め
で
き
る
も

天神平から谷川岳本峰に登頂した研修参加者

日本山岳会の各委員会
同好会の活動報告です。

(5)

か
ら
谷
川
岳
本
峰
に
登
り
、
ス
キ
ー
で
天

神
尾
根
経
由
熊
穴
沢
に
滑
り
込
む
コ
ー
ス

で
あ
る
。
頂
上
か
ら
西
黒
沢
源
頭
部
に
か

け
て
の
大
斜
面
は
オ
フ
ピ
ス
テ
ス
キ
ー
の

醍
醐
味
を
存
分
に
満
喫
で
き
る
素
晴
ら
し

い
バ
ー
ン
で
あ
る
。
幸
い
コ
ー
ス
上
は
雪

の
状
態
も
よ
く
、
熊
穴
沢
で
積
雪
層
観
察

や
ブ
ロ
ッ
ク
雪
崩
回
避
判
断
な
ど
の
研
修

を
行
っ
た
後
、
土
合
に
滑
り
込
ん
だ
。

翌
十
三
日
は
、
前
日
と
同
ル
ー
ト
を
ア

イ
ゼ
ン
ワ
ー
ク
で
谷
川
岳
に
再
度
登
頂
し
、

さ
ら
に
国
境
稜
線
を

一
の
倉
岳
ま
で
縦
走

し
て
芝
倉
沢
に
滑
り
込
む
コ
ー
ス
で
あ
る
。

こ
の
日
も
快
晴
無
風
の
最
高
の
天
気
に
恵

ま
れ
た
。
谷
川
岳
頂
上
直
下
で
研
修
生
の

一
人
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転
倒
し
た
際
、

額
を
パ
ッ
ク
リ
切

っ
て
し
ま
う
と
い
う
ア

ク
シ
デ
ン
ト
が
起
こ
っ
た
。
応
急
処
置
の

後
ス
タ
ッ
フ
ほ
か
三
名
と
と
も
に
自
力
で

下
山
し
て
も
ら
い
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー
で

予
定
通
り
の
コ
ー
ス
を
行

っ
た
。

芝
倉
沢
は
上
部
カ
ー
ル
ボ
ー
デ
ン
の
最

大
傾
斜
が
四
〇
度
は
あ
る
大
斜
面
か
ら
、

幅

一
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
し
か
な
い
、
通
称

『
の
ど
』と
い
わ
れ
る
急
傾
斜
の
ゴ
ル
ジ
ュ

帯
を
通
り
、
『
Ｓ
字
』
と
呼
ば
れ
る
中
斜

面
へ
と
続
く
標
高
差

一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

あ
ま
り
の
素
晴
ら
し
い
山
岳
ス
キ
ー
フ
ィ

ー
ル
ド
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
ま
だ
、
ク

レ
バ
ス
や
ベ
ル
ク
シ
ュ
ル
ン
ト
は
ほ
と
ん

ど
な
い
が
、
稜
線
の
雪
庇
崩
壊
に
よ
る
ブ

ロ
ッ
ク
雪
崩
の
危
険
に
常
に
さ
ら
さ
れ
る
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の
で
あ
る
と
、
私
自
身
確
信
し
て
い
る
。

技
術
面
で
の
指
導
者
に
恵
ま
れ
な
い
大

学
山
岳
部
な
ど
も
指
導
委
員
会
の
研
修
会

を
大
い
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
正
し

い
技
術
と
理
論
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け
て

こ
そ
、
安
全
で
、
真
の
意
味
で
楽
し
い
登

山
が
で
き
る
と
思
う
。
　
　
（熊
崎
和
宏
）

近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
、
四
月
十
三
日
、
定
例
行
事
と
し
て
桃

の
お
花
見
ハ
イ
キ
ン
グ
、
甲
州
高
尾
山
へ
。

山
は
つ
い
先
日
の
山
火
事
で
無
惨
に
焼
け

た
だ
れ
て
い
ま
し
た
。

帰
途
、
山
頂
ま
で
ご
案
内
い
た
だ
い
た

山
梨
支
部
長
古
屋
氏
の
ご
厚
意
で
、
同
氏

経
営
の
原
茂
ワ
イ
ン
粉
で
歓
を
尽
く
し
解

散
。
参
加
者
十
二
名
。

二
、
還
暦
を
迎
え
た
会
員
が
着
用
す
る
伝

統
の
赤
シ
ャ
ツ
を
復
活
し
ま
す
。

制
作
の
労
を
と
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
不

在
で
、
永
ら
く
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、

坂
倉
会
員
の
ご
紹
介
で
沼
田
教
子
さ
ん
が

制
作
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
申
し
込
み
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
体
制

が
軌
道
に
乗
り
ま
し
た
ら
、
発
表
し
ま
す
。

三
、
皆
さ
ま
、
土
曜
日
の
午
後
、
ク
ラ
ブ

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
運
が
よ
け
れ
ば

神
谷
バ
ー
の
電
気
ブ
ラ
ン
を
ご
賞
味
い
た

だ
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（神
谷
恭
平
）

サウスコルから
1年後の帰還

江本嘉伸

エ
ベ
レ
ス
ト
の
賑
わ
い
は
、
今
年
も
大

し
た
も
の
だ

っ
た
。

デ
ビ

ッ
ト

・
ブ
リ
ー
シ
ャ
ー
ズ
以
下
、

屈
強
の

〃
エ
ベ
レ
ス
ト
男
〃
を
そ
ろ
え
る

ア
メ
リ
カ
の

「Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
登
山
隊
」
の
報

告
で
は
、
四
百
人
ほ
ど
が
ネ
パ
ー
ル
側
ベ

ー
ス
に
ひ
し
め
き

「
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の

梯
子
を
登
る
の
に

一
時
間
半
も
待

っ
た
」

ほ
ど
だ

っ
た
。

″変
わ
り
種
〃
は
、
日
本
の

「
ノ
ェ
ビ
ア
・

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
切
」
だ
っ
た
。
ノ
ェ

ビ
ア
化
粧
品
の
大
倉
臭

（ひ
ろ
し
）
社
長

を
隊
長
と
す
る
隊
で
、
「野
球
チ
ー
ム
を

持

つ
の
と
同
じ
よ
う
に
企
業
が
登
山
隊
を

組
織
し
た
っ
て
い
い
」
と
の
ユ
ニ
ー
ク
な

発
想
か
ら
生
ま
れ
た
。

明
大
Ｏ
Ｂ
な
ど
ベ
テ
ラ
ン
登
山
家
も
加

わ
り
、
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
ま
で
は
出
し
た
が
、

天
候
の
予
測
か
ら
チ
ャ
ン
ス
は
少
な
い
と

判
断
し
て
四
月
二
十
二
日
、
早
々
に
撤
退

し
た
。

そ
の
二
十
二
日
の
夜
、
英
国
隊
の
リ
ー

ダ
ー
、
マ
ル

・
ダ
フ
が
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
の
テ
ン
ト
の
中
で
睡
眠
中
に
死
亡
し
た
。

ダ
フ
は

一
九
八
五
年
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

隊
の
隊
長
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
側
か
ら
東
北

東
稜
を
ね
ら
い
、
八

一
七
〇
メ
ー
ト
ル
ま

で
到
達
す
る
な
ど
、
こ
の
山
へ
何
度
か
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
や
っ
て
来
て
お
り
、
今
回

は
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
ア
イ
ス
フ
ォ
ー

ル
の
工
作
を
彼
の
隊
が
引
き
受
け
て
い
た
。

四
月
二
十
六
日
に
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の

先
陣
を
き
っ
て
、
ロ
チ
ャ
デ
ィ
大
尉
率
い

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
隊
が
早
く
も
登
頂
に
成

功
し
た
。
昨
年
五
月
の
悲
劇
の
際
に
、
活

躍
し
た
ア
ナ
ト
リ
ー

・
ブ
ク
レ
ー
エ
フ
ら

ロ
シ
ア
人
三
人
、
シ
ェ
ル
パ
と
と
も
に
隊

員
二
人
が
登
っ
た
と
い
う
。

神
々
の
座
に
抱
か
れ
て
眠
っ
た
者
は
、

静
か
に
し
て
お
い
て
や
る
の
が
い
い
、
と

い
う
考
え
が
あ
る
。
が
、
手
の
届
く
と
こ

ろ
に
い
る
と
し
た
ら
、
別
だ
ろ
う
。

難
波
賢

一
が
五
月
十
六
日
、
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、　
一
年
前

エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
り
な
が
ら
帰
ら
な
か
っ

た
妻
康
子
を
サ
ウ
ス
コ
ル
か
ら
下
ろ
し
て

や
り
た
い
、
と
の
気
持
ち
か
ら
だ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
隊
の
隊
長
、ガ
イ
・

コ
ッ
タ
ー
が
話
を
聞
い
て
く
れ
た
。
難
波

康
子
が
属
し
た
公
募
隊
の
隊
長
で
や
は
り

帰
ら
な
か
っ
た
ロ
ブ

・
ホ
ー
ル
の
遺
志
を

継
い
で
、
隊
を
組
織
し
て
い
る
。
「登
頂

後
な
ら
、
シ
ェ
ル
パ
の
協
力
で
下
ろ
し
ま

し
ょ
う
」
と
、
申
し
出
を
快
諾
し
た
。

幸
か
不
幸
か
、
天
候
が
悪
化
し
、
登
頂

日
は
先
送
り
さ
れ
た
。
シ
ェ
ル
パ
た
ち
は

五
月
十
九
日
サ
ウ
ス
コ
ル
ま
で

一
気
に
上

が
り
、
難
波
康
子
の
遺
体
を
下
ろ
し
た
。

そ
の
ま
ま
山
麓
の
パ
ン
ボ
チ
ェ
ま
で
下

ろ
さ
れ
、
夫
の
見
守
る
中
、
荼
毘
に
付
さ

れ
た
。

「
カ
ラ
パ
タ
ー
ル
の
丘
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト

の
頂
上
を
見
て
、
あ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

登

っ
た
の
か
、
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

ほ
っ
と
し
ま
し
た
」
と
、
妻
の
遺
骨
を
胸

に
帰
国
し
た
夫
は
話
す
。

五
月
二
十

一
日
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に

飛
ん
で
き
た
高
所
用
ヘ
リ
が
着
地
直
前
、

墜
落
し
た
。
昨
年
、
難
波
と
と
も
に
遭
難

し
、
奇
跡
的
に
助
か
っ
た
シ
ー
ボ
ン
・
バ

ッ
ク

ｏ
ウ
ェ
ザ
ー
ズ
ら
を
、
カ
ト
マ
ン
ズ

ま
で
空
輸
し
た
有
名
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
操

縦
し
て
い
た
が
、
助
手
と
と
も
に
無
事
だ

っ
た
。

五
月
二
十
三
日
、
エ
ベ
レ
ス
ト
は
ラ
ッ

シ
ュ
に
な
っ
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
隊
の
ブ
リ
ー

シ
ャ
ー
ズ

（四
度
目
の
登
頂
）、
エ
ド

・

ヴ
ィ
ー
ス
タ
ー
ズ
（五
度
目
）
ら
、
ガ
イ

・

コ
ッ
タ
ー
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
隊
は
、

「
ラ
ッ
シ
ュ
を
避
け
て
」
な
ん
と
午
前
七

時
に
は
頂
上
に
立

っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
隊
も
同
国
初
の
エ
ベ
レ
ス

ト
登
頂
を
十

一
時
半
に
な
し
と
げ
、
こ
の

日
だ
け
で
二
十
二
人
が
登
頂
し
た
。

欧
米
人
グ
ル
ー
プ
に
新
興
ア
ジ
ア
各
国

隊
が
加
わ
っ
て
、
な
お
最
高
峰
の
国
際
化

が
進
む
。

(6)
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サ
ク
ラ
ハ
イ
ク

浅
間
嶺
親
睦
登
山

五
週
間
ぶ
り
に
日
曜
日
が
晴
れ
と
な

っ

た
四
月
十
三
日
、
二
十
七
名
の
新
人
た
ち

が
武
蔵
五
日
市
駅
に
集
ま

っ
た
。

幹
事
か
ら
名
簿
を
も
ら
い
バ
ス
に
乗
り

込
む
。
人
里
で
下
車
。
九
時
半
出
発
。　
一

時
間
ほ
ど
の
登
り
で
幅
広
い
尾
根
道
に
飛

び
出
し
た
。
正
面
に
は
今
ご
ろ
カ
タ
ク
リ

の
花
で
華
や
い
で
い
る
で
あ
ろ
う
御
前
山

が
実
に
立
派
だ
。
そ
の
右
手
に
は
大
岳
山

や
馬
頭
刈
尾
根
な
ど
の
奥
多
摩
の
山
並
み

が
指
呼
の
間
だ
。

十

一
時
に
、
桜
の
木
の
多
い
浅
間
嶺
に

到
着
、
南
に
富
士
山
や
丹
沢
の
山
々
が
美

し
い
。
期
待
し
て
い
た
桜
の
花
は
今

一
つ

だ

っ
た
。
植
物
に
や
た
ら
詳
し
い
石
井
誠

治
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
こ
の
染
井
吉
野
は

「
て
ん
ぐ
巣
病
菌
」
に
犯
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
。
満
開
の
桜
の
下
で
の
宴
と
は

い
か
な
か
っ
た
が
、
幹
事
の
方
々
の
心
尽

く
し
の
美
味
し
い
豚
汁
と
、
ふ
ん
だ
ん
の

ア
ル
コ
ー
ル
類
に

「花
よ
り
団
子
」
と
申

し
分
の
な
い
気
分
に
な

っ
た
。

初
対
面
の
人
と
も
十
年
来
の
知
己
の
よ

う
な
雰
囲
気
と
な
り

「
こ
ん
な
に
楽
し
い

こ
と
が
あ
る
な
ら
、
も

っ
と
早
く
山
岳
会

に
入
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
の
冗
談
も
飛
び

出
し
た
。
ア
ッ
と
い
う
間
に
三
時
間
が
過

ぎ
、
最
後
に

「
こ
の
会
の
名
前
を
ど
う
し

よ
う
か
」
と
か
、
会
の
運
営
に
つ
い
て
の

意
見
が
活
発
に
交
わ
さ
れ
た
。

帰
路
は
、
か
つ
て
生
活
の
道
と
し
て
人

や
馬
が
頻
繁
に
往
来
し
て
い
た
古
道
を
時

坂
峠
経
由
で
下
る
。
今
が
盛
り
の
ミ
ツ
バ

ツ
ツ
ジ
や
マ
メ
ザ
ク
ラ
、
ス
ミ
レ
な
ど
を

観
賞
し
、
列
は
乱
れ
が
ち
だ
が
和
気
あ
い

あ
い
に
歩
く
。
沸
沢
の
滝
近
く
の
北
秋
川

橋
に
着
い
た
の
が
四
時
少
し
前
。
こ
こ
で

解
散
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（登
澤
克
謹
）

９６
同
期
会
が
発
足
し
ま
し
た

二
月
二
十
三
日
に

一
九
九
六
年
の
前
期

入
会
者
で
プ
レ
懇
親
会
を
三
浦
半
島
の
大

楠
山
で
行
い
、
四
月
十
三
日
に
前
期
、
後

期

一
緒
の
サ
ク
ラ
ハ
イ
ク
を
奥
多
摩
の
浅

間
嶺
で
行
う
な
ど
、
少
々
フ
ラ
イ
ン
グ
気

味
に
ス
タ
ー
ト
し
て
き
た
が
、
こ
の
た
び

日
本
山
岳
会
９６
同
期
会
と
し
て
正
式
に
発

足
し
た
。
会
の
趣
旨
は
、
先
輩
方
の
築
い

て
こ
ら
れ
た
日
本
山
岳
会
の
縦
の
伝
統
を

大
切
に
し
つ
つ
、
同
期
と
い
う
横
の
つ
な

が
り
も
大
事
に
す
る
と
い
う
も
の
で
、
有

志
が
集
ま
り
、
幹
事
と
し
て
活
動
し
て
い

く
。
当
面
は
以
下
の
よ
う
な
活
動
を
計
画

し
て
い
る
。

■
９６
同
期
会
の
運
営
に
つ
い
て

名
称
　
日
本
山
岳
会
９６
同
期
会

会
員
　
九
六
年
度

（
一
九
九
六
年
四
月

一

日
～
九
七
年
二
月
二
十

一
日
）
入

会
者
全
員

趣
旨
　
年
に

一
回
の
山
行
と

一
回
の
講
演

会
を
通
じ
て
、
日
本
山
岳
会
の
縦

の
伝
統
を
大
切
に
し
つ
つ
、
同
期

と
い
う
横
の
つ
な
が
り
の
親
睦
を

深
め
る
。

運
営
　
有
志
に
よ
る
企
画

ｏ
運
営

行
事
の
連
絡
方
法
　
日
本
山
岳
会
会
報

「山
」
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

欄
で
の
通
知
及
び
必
要
に
よ
り
直

接
通
知
。

会
費
　
無
料

（た
だ
し
通
信
費
と
し
て
前

期
二
回
の
山
行
参
加
者
か
ら
各
千

五
百
円
を
集
め
て
い
る
の
で
、
当

面
は
こ
れ
を
活
用
す
る
）

会
則
　
と
く
に
定
め
な
い
。

＊
ご
意
見
、
ご
希
望
の
あ
る
方
は

「
日
本

山
岳
会
９６
同
期
会
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
」
宛
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
。

（９６
同
期
会
幹
事
代
表

ｏ
飯
田
邦
幸
）

ビ
デ
オ
作
品
を
貸
し
出
し
ま
す

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
山
岳
関
係
の
フ
ィ
ル
ム
や
ビ

デ
オ
作
品
を
保
管
し
つ
つ
、
新
し
い
作
品

の
収
集
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
中
か
ら
、
限
定
保
存
の
テ

ー
プ
を
除
く
作
品
に
つ
い
て
、
会
員
に
限

り
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
対
象
は
次
ペ
ー
ジ
掲
載
の
作
品
リ

ス
ト
○
印
の
も
の
と
し
ま
す
。

●
当
会
ル
ー
ム
で
利
用

集
会
室
が
空
い
て
い
る
こ
と
を
事
務
局

で
確
か
め
て
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
事
務
局
に
依
頼
し
、
ビ
デ
オ
ラ
ッ
ク
を

開
け
る
。

②
閲
覧
す
る
作
品
を
選
び
、
備
え
付
け
の

テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
で
。
利
用
時
、
備
え
付

け
の
ノ
ー
ト
に
利
用
者
名
、
作
品
名
他
必

要
事
項
を
記
入
す
る
。

③
音
声
は
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
調
節
し
て
。

④
閲
覧
後
は
元
の
位
置
に
収
納
し
、
事
務

局
に

「閲
覧
終
了
」
を
告
げ
て
か
ら
退
室
。

閲
覧
は
無
料
で
す
。

●
貸
し
出
し
希
望
の
場
合

＊
持
ち
帰
っ
て
閲
覧
し
た
い
場
合
は
事
務

局
備
え
付
け
の

「ビ
デ
オ
借
用
書
」
に
記

入
し
、
持
ち
だ
し
許
可
を
得
る
。

①
貸
出
料
　
一
作
品
三
百
円

（四
作
品
ま

で
）
事
務
局
に
支
払
う
。

②
貸
出
期
間
　
二
週
間
以
内

③
返
納
　
持
参
ま
た
は
郵
送
で
。
郵
送
料

金
は
利
用
者
負
担
。

＊
遠
隔
地
居
住
者
の
利
用

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
本
山
岳
会

ｏ

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
『ビ
デ
オ
借
用
』

係
へ
。
受
け
付
け
次
第
作
品
を
送
り
ま
す
。

貸
出
料
、
送
料
、
包
装
代

（同
封
の
用
紙

で
振
り
込
む
）
は
利
用
者
負
担
。
利
用
後

は
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
　

（山
口
俊
輔
）
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山 625-199706020(第二種郵便物認可 )

○

　

　

　

　

　

　

○

高山へのステップPARTⅢ「山岳スキー技術」

ディオティバ隊 立川女子高校隊 (昭和35年 )

ディオティバ隊 出発一登頂一撤収まで

ディオティバ隊 出発―登山開始まで

ナムチャバルワ 1991年 総集編

ナムチャバルワ (日 中登山隊の60日 )

美の回廊を行く (ネ パール・ カトマンズ)

61「人工呼吸」法

南アルプス賛歌 日本最大山麓の四季

「私と尾瀬」                 24分
NHKスペシャル 再挑戦ナムチャバルワ    110分
NBSスペシャル ウォルター・ ウエストン槍ヶ岳への道

早稲田の山                   85分
高山植物                    45分
北アルプスの野鳥                40分
尾瀬                     45分
ブナ原生林 。朝日連峰              30分
春に咲く花                   30分
南の島の原生林 (屋久島、三宅島、西表島)    30分
大雪山の花                   30分
スイス・アルプス               57分
ふしぎな花の咲くブータン            26分
アイガー北壁            (F→ V) 52分
真川より黒部川、剣沢入り      (F→ V) 32分
穂高岳賛歌             (F→ V) 32分
JAC山岳研究所 (上高地)           13分
フォトクラブ写真展の記録

中国隊チョモランマ (1973)

第1回  日本山岳耐久レース

1989年年次晩餐会

長谷川恒男

NNNドキュメント'85尾瀬は病んでいる

NNNドキュメント'86尾瀬汚れちまった悲しみ

NNNドキュメント'93ど うなる日本の山一赤字林野行政

の行く末は―

Mto Everest 8846.10m (測 量法=Leica)

雪の八ヶ岳を歩く (冬山技術を学びながら)    45分
ナンダデヴィ縦走 (日 本山岳会)1976(F→ V) 40分
日本百名山 :利尻岳、羅臼岳、斜里岳、阿寒岳、

大雪山              55分
日本百名山 :ト ムラウシ、十勝岳、幌尻岳、後方羊蹄山

岩木山              55分
日本百名山 :八甲田山、八幡平、岩手山、早池峰、

鳥海山              55分
日本百名山 :月 山、朝日岳、蔵王山、飯豊山、吾妻山 55分

日本百名山 :安達太良山、磐梯山、会津駒ヶ岳、那須岳、

魚沼駒ヶ岳             55分
日本百名山 :平 ヶ岳、巻機山、隧岳、至仏岳、谷川岳 55分

日本百名山 :雨飾山、苗場山、妙高山、火打山、高妻山

55分

日本百名山 :男体山、奥白根山、皇海山、武尊山、赤城山

55分

日本百名山 :草津白根山、四阿山、浅間山、筑波山、

白馬岳               55分
日本百名山 :五竜岳、鹿島槍岳、創岳、立山、薬師岳 55分

日本百名山 :黒部五郎岳、黒岳、鷲羽岳、槍ヶ岳、穂高岳

55分

日本百名山 :常念岳、笠ヶ岳、焼岳、乗鞍岳、御嶽 55分

日本百名山 :美 ヶ原、霧ヶ峰、蓼科山、八ヶ岳、両神山

55分

日本百名山 :雲取山、甲武信岳、金峰山、瑞結山、

大菩薩岳              55分
日本百名山 :丹沢山、富士山、天城山、木曽駒ヶ岳、

空木岳               55分

○

○

　

　

○

○

○

○

○

○

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

○

○

○

○

○

○

　

○

　

○

○

○

　

○

　

○

○

88

89

90

0 91

0104

0105

○

○

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

‐１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

０

０

０

フィルム・ビデオ委員会 (ビデオテープ)保管リスト

・ ビデオテープ (無記入はVHS)(β )

・ F→ V:16mmフ ィルムからビデオテープに変換し
たもの

・○印 :貸 し出し可能のテープ

北アルプス (空撮)

穂高60年史                   56分
山男                      54分
人間の記録、アルピニズムの先駆者        60分
チョモランマ北壁隊 (JAC)          27分
西蔵世界の屋根を行く。ヒマラヤ千古の道     50分
スイス・ベルンのアルペン・ ミュージアム     9分
カンチェンジュンガ縦走             44分
カンチェンジュンガ 水曜ロー ドショー     110分
日本山岳会自然保護委員会 (β )

日本山岳会創立80周 年記念番組          45分
第Ⅱ回宮崎ウエストン祭             40分
マナスルに立つ (1975.10)      (F→ V)110分
ヒマラヤ展 (展示物の紹介)           33分
県境を行く (日本の屋根アルプスを越えて)    54分
ズームイン朝 “あどべんちゃ一レディ"

早池峰山                    17分
白馬 (今井通子の名山 トレッキング “シリーズ") 53分

穂高 (今井通子の名山 トレッキング “シリーズ") 54分

燕から槍へ(今井通子の名山トレッキング “シリーズ)54分
アフリカ横断1万 キロ (早大赤道アフリカ遠征隊) 90分
ェピック オブ エベレス ト (1924) (F→ V)17分
ナンダコット征服 (1936)       (F→V)28分
黒部の秋 (1929)           (F→ V)30分
スキーツアー (1929～30)       (F→ V)12分
冬のロータン峠パンジャブヒマラヤ(1930) (F→V)20分
1962ビ ッグホワイ トピーク第 2次・ 3次隊の記録

(全岳連隊)             (F→ V)
マナスルに立つ 1987年 2月 毎日映画社(F→ V)

ネパールヒマラヤ [ヤルンカン登頂一京大山岳会]

オーロラと風車 極地風力発電にかけた男たちの記録

岡部さんディオティバ1960年登山

91-丹沢清掃登山一一三の塔～烏尾尾根

雪崩を越えて
一 横浜山岳協会チョゴリ峰登頂記録

①エベレスト (NHK)
② ドキュメンタリー特集日本山岳会エベレスト

立正大・新彊大合同シルクロード踏査隊記録

交響詩「立山」

第10回登山医学シンポジウム

新春スペシャル甦る中央アジア

極寒のパミールに幻の民を求めて

ヒマラヤを歩いたにほん猿一
ムギとQ太 と登山隊

槍ヶ岳開山 (播隆)

槍ヶ岳開山基 (播隆)

魅惑の槍・穂高岳

西穂高岳歳時記 (這松のかおりのする男の山)

燕岳の自然～美しき時の流れに

山・ ヒマラヤに魅せられて

ヘリコプターによる山岳遭難救助活動

NNN'91 特集 開発と環境

やかまし村の子供たち-86ス エーデン

21世紀へのウエープ 生涯スポーツ

MOUNTAINEERING IN USSRソ ビエ トの登山

車窓の山旅・中央線から見える山

美しき季節の流れ・穂高、涸沢

高山へのステップPARTI「岩登り技術」

高山へのステップPARTⅡ「冬季登攀技術」

35

0 36
37

38

○

　

　

　

　

○

○

○

　

　

○

○

○

○
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山 625-1997・ 6020(第二種郵便物認可 )

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

0133

0134

0135

0166
0167

花の百名山 :塩見岳、荒川岳、天城山、石巻山、藤原岳

55分

花の百名山 :御在所岳、大台ヶ原山、伊吹山、雲仙岳、

大江山               55分
花の百名山 :吉野山、稲村ヶ岳、八経ヶ岳、大山、三瓶山

55分

花の百名山 :蒜山、三嶺、東赤石山、石鑓山、多良岳 55分
花の百名山 :雲仙岳、大船山、祖母山、韓国岳、宮之浦岳

55分

星と語る男たち
― 富士山頂551日 -       70分

ヒマラヤ (エベレスト山系)ト レッキング (雪崩遭難、事

後の記録)                   60分
検証 ヒマラヤ大量遭難事故一一NHK「クローズアップ

現代」                     30分
'93J A Cキ ルギスタン踏査報告

「K2FREE」 イタリア隊1963年

換国式スキー術一一リリエンフェル トスキー術

KKB「お―い かごしま」'96

「富士山を測る」-1995-

大山崎山荘 (日 本人で初めてヨーロッパアルプスに登った

加賀正太郎の別荘)

シルバータートル (ダ ウラギリI)NHK「 プライム11」

シルバータートル (ダ ウラギリⅡ)    ″

槍ヶ岳を初めて登った男「山岳修行僧播隆上人の生涯」

60分

昭和5年 上高地、槍ヶ岳、自骨温泉  (F→ V) 11分
日本花の旅 春に咲く花             30分
日本花の旅 春爛漫・桜の里           30分
日本花の旅 大雪山の花             30分
日本花の旅 海辺に咲く花            30分
日本花の旅 高原の花              30分
日本花の旅 湿原に咲く花            30分
日本花の旅 高山の花              30分
日本花の旅 秋に咲く花             30分
四季 八甲田                  30分
四季 尾瀬                   35分
四季 上高地                  30分
みちのくの名峰 鳥海山 0月 山          30分
神々の相貌 (山漢社創立65周 年記念作品)     45分
NHK世界の秘境 Ⅱ―チョモランマ遥か-     60分
MteChomolangma(Nihon University Mt.Everest

Expedition 1995)

美しき大地と共に(上高地の懐に生きる)テ レビ信州 80分
EIGER Mitte1loge Ridge 1994(NTSC)      45分

保存版=167-2 EIGER Mittellege Ridge 1994(NTSC)

45分

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

0109
0110

0116
0117

0118

0119

0120

0121

0122

0123

0124

0125

0126

0127

0128

0129

0130

0131

0132

日本百名山 :恵那山、甲斐駒ヶ岳、仙丈岳、鳳凰山、北岳

55分

日本百名山 :間ノ岳、塩見岳、悪沢岳、赤石岳、聖岳 55分
日本百名山 :光岳、白山、荒島岳、伊吹山、大台ヶ原山

55分

日本百名山 :大峰山、大山、剣山、石鑓山、久重山 55分
日本百名山 :祖母山、阿蘇山、霧島山、開聞岳、宮之浦岳

55分

富士山直滑降                  30分
ミルフォー ドサウンドの山道 ニュージーランド  26分
アンデスの氷壁に挑む (早大ペルーアンデス遠征1962年 )

山を讃え、山を究める
一 日本山岳会この10年の歩み20分

マカルー東稜未知への挑戦一
日本山岳会マカルー登山隊

1995                      39分
デナリ国立公園の自然              48分
エベレス トヘの道

一
日本山岳会エベレスト登山隊1970-

(F→ V) 118分
花の百名山 :礼文岳、利尻山、暑寒別岳、硫黄山、大雪山

55分

花の百名山 :富良野岳、夕張岳、アポイ岳、八甲田山

八幡平               55分
花の百名山 :和賀岳、焼石岳、栗駒山、早池峰山、五葉山

55分

花の百名山 :南蔵王山、田代岳、森吉山、秋田駒ヶ岳、

鳥海山              55分
花の百名山 :神室山、月山、朝日連峰、飯豊連峰、

安達太良山             55分
花の百名山 :会津駒ヶ岳、高鈴山、石裂山、三義山、尾瀬

55分

花の百名山 :蓬峠、平標山、伊豆ガ岳、両神山、高水山

55分

花の百名山 :川 苔山、雲取山、高尾山、天上山、大楠山

55分

花の百名山 :大室山、高松山、神山、幕山、 ドンデン山

55分

花の百名山 :苗場山、火打山、大日連峰、五色ヶ原、

黒部五郎岳             55分
花の百名山 :白 山、甲武信ヶ岳、百蔵山、二十六夜山、

三ツ峠山              55分
花の百名山 :櫛形山、北岳、戸隠山、志賀高原、白馬岳

55分

花の百名山 :針ノ木岳、双六岳、槍ヶ岳、涸沢岳、燕岳

55分

花の百名山 :蝶 ヶ岳、根子岳、高峰山、黒斑山、鉢伏山

55分

花の百名山 :霧ヶ峰、入笠山、宝剣岳、三ノ沢岳、空木岳

55分

ケ

全 lo巻/新装復干J

◆利尻山から屋久島まで主要山岳の岩場・沢・冬期尾根ルート約4000を 完全収録◆
◆豊富なルート図・概念図と詳細な解説◆

◆全国百数十に及ぶ精鋭山岳会、山岳部による執筆◆

柏瀬祐之・岩崎元郎・小泉 弘編

CttD
⑩関西0中国0四国・九州の山 52∞円

山大系日本登
覇′
ノ ス

◆パリエーション・ルート0ガイドの集大成◆

沢量りの本〈新装版〉

47∞円

4700円

43∞円

42∞円

“

∞円

0明星山0海谷0戸隠 44∞円

42∞円

44∞円

45∞円

各A5判 /平均320頁 (セット45。 000円 )

〒101千代田区神田小川町3-240803(3291)7811 ◎定価税抜き

岩崎元郎著 ●1700円
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宮
崎
支
部

九
州
中
央
山
地
の
旅

扇
山

・
向
坂
山

・
自
岩
山

・
ニ
ツ
岳

■
霧
立
つ
山
吹
街
道
を
歩
く

春
霞
に
け
ぶ
る
九
州
山
脈
脊
梁
の
、
向

霧
立
越

（む
か
う
き

っ
た
ち
ご
え
）
を
霧

立
越

（き
っ
た
ち
ご
し
）
の
南
の
雄

上
扇

山
か
ら
遠
望
し
た
い
と
い
う
永
年
の
夢
が

か
な
っ
た
。

五
月
二
日
早
朝
、
宮
崎
市
の
Ｊ
Ａ
ア
ズ

ム
出
発

（参
加
者
十
五
名
）。
四
時
間
後
、

椎
葉
村
松
木
の
扇
山
登
山
基
地
に
到
着
。

宿
泊

ｏ
食
糧
な
ど
の
装
備
品
を
お
ろ
し
、

早
い
昼
食
を
済
ま
せ
、
は
や
る
心
を
抑
え

て
公
民
館
を
出
発
し
た
。
四
駆
車
の
力
を

借
り
て
椎
茸
の
ほ
た
場

。
杉
林
を
過
ぎ
る

と
、
い
き
な
り
飛
び
込
ん
で
き
た
景
観
に

固
唾
を
飲
む
。
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
見
事

な
黄
金
の
花
、
ひ
と
重
の
ヤ
マ
ブ
キ
が
、林

道
の
両
側
に
数
百
メ
ー
ト
ル
も
群
生
し
て

い
る
で
は
な
い
か
。
自
然
の
織
り
な
す
芸

術
に
た
だ
た
だ
感
動
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

扇
山
を
は
じ
め
県
北
部
の
急
峻
な
渓
壁

の
平
均
傾
斜
度
は
、
日
本
ア
ル
プ
ス
、
上

越
の
山
に
次
ぐ
国
内
第
二
位
だ
と
の
支
部

長
の
説
明
に
納
得
。
か
つ
て
源
平
の
時
代
、

平
家
追
討
の
武
将
た
ち
が
、
ま
た
山
里
に

住
む
人
々
が
生
活
通
商
の
道
と
し
て
、
額

に
汗
し
て
歩
い
た
で
あ
ろ
う
こ
の
厳
し
い

山
道
を
、
初
参
加
者
の
歩
調
に
合
わ
せ
て

進
む
。
五
十
五
分
で
八
合
目
の
山
小
屋

・

水
場
に
着
く
。
滲
み
出
る
水
は
ま
さ
に

「石
楠
花
の
水
」
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
二
十
紛

ｔヽ
尾
根
道
を
散
策
気

分
で
歩
い
て
い
る
と
霧
の
流
れ
が
速
い
。

雨
近
し
と

一
斉
に
雨
具
を
着
用
す
る
。
突

如
と
し
て
大
粒
の
雨
が
降
り
出
す
。
立
ち

こ
め
る
霧
の
な
か
に
扇
山

（
一
六
六

一
メ

ー
ト
ル
）
山
頂
の
三
角
点
を
確
認
。
雨
に

濡
れ
た
新
鮮
な
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
歓
迎
に
感

嘆
の
声
。
ホ
ッ
と
す
る
間
も
な
く
踵
を
返

し
て
山
小
屋
に
急
ぐ
。　
一
時
間
の
待
機
中

に
霧
は
流
れ
去
り
、
向
霧
立
越
の
国
見
岳
、

五
勇
山
の
雄
姿
が
顔
を
出
す
。
歌
人
の
Ｎ

さ
ん
、
Ｈ
さ
ん
は
即
詠
を
披
露
す
る
。
人

そ
れ
ぞ
れ
の
持

つ
感
動
の
源
を
垣
間
見
る

思
い
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
石
灰
岩
の
小
さ
な
芽
吹
き

二
日
目
は
、
源
平
伝
説
の
鶴
富
屋
敷

・

八
村
杉
を
見
学
し
た
の
ち
、
霧
立
越
の
北

端
、
白
岩
峠

（
一
五
五
八
メ
ー
ト
ル
）
を

経
由
し
て
向
坂
山

（む
か
う
さ
か
や
ま
）

と
白
岩
山

（
一
六
四
六
メ
ー
ト
ル
）
に
向

か
う
。
波
帰
か
ら
向
坂
山
へ
の
登
山
道
は
、

九
州
南
端
の
ス
キ
ー
場

（五
ヶ
瀬

ハ
イ
ラ

ン
ド
）
の
開
業
と
と
も
に
舗
装
さ
れ
、
ス

キ
ー
リ
フ
ト
、
ロ
ッ
ジ
、
売
店
な
ど
が
整

備
さ
れ
、
峠
の
風
情
が
消
失
し
た
こ
と
は

悲
し
い
。
整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
を
歩
き
な

が
ら
、
ブ
ナ

●
ミ
ズ
ナ
ラ

・
ホ
オ
ノ
キ

ｏ

ヒ
メ
シ
ャ
ラ

・
ナ
ツ
ツ
バ
キ

ｏ
カ
エ
デ
類

の
新
芽
や
可
憐
な
シ
ロ
モ
ジ
の
黄
花
、
コ

ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ

・
フ
デ
リ
ン
ド
ウ

・
バ
イ

ケ
イ
ソ
ウ
と
の
出
会
い
で
心
も
和
み
、
白

岩
峠
ま
で
三
十
分
。
さ
ら
に
コ
マ
ド
リ

・

ウ
グ
イ
ス
・
ヒ
ガ
ラ

・
ヤ
マ
ガ
ラ
の
合
唱

を
聞
き
つ
つ
向
坂
山
頂
上
ま
で
二
十
分
。

再
び
白
岩
峠
に
戻
り
、
白
岩
山
ま
で
三
十

分
。
石
灰
岩
の
こ
れ
ら
の
山
は
、
五
ヶ
瀬

川
の
源
流
で
、
延
岡
市
ま
で
の
流
路
は
八

六
キ
ロ
、
高
山
植
物
四
百
四
十
四
種
を
育

ん
で
い
る
と
い
う
。
白
岩
山
山
頂
は
、
連

体
の
中
日
と
あ
っ
て
満
員
御
礼
。
石
灰
岩

に
生
育
す
る
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ

・
イ
ヮ
ギ
ク

・
ト
リ
カ
ブ
ト
の
新
芽
が
可
愛
ら
し
い
。

一
行
は
、
明
日
の
登
山
の
た
め
、
五
ヶ

瀬
川
沿
い
に
高
千
穂
町
を
経
由
し
て
日
之

影
町
の
Ｔ
Ｒ

（高
千
穂
鉄
道
）
日
之
影
駅

の
温
泉
で
二
日
間
の
汗
を
流
す
。
戸
川
公

民
館
で
の
夕
食
会
は
豪
華
。
山
菜

ｏ
川
魚

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
明
神
岳
の
岩
峰
に

輝
く
満
天
の
星
座
を
眺
め
つ
つ
一
句
を
ひ

ね
り
、
深
い
眠
り
に
つ
い
た
。

■
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
花
と
風
の
峠

三
日
目
は
、
再
び
急
峻
な
ニ
ツ
岳

（
一

二
五
七
メ
ー
ト
ル
）
を
目
指
す
。
登
山
口

の
清
流
は
冷
た
く
、
精
気
が
よ
み
が
え
る
。

造
林
作
業
用
の
小
屋
は
土
石
流
の
餌
食
と

な
り
、
杉
林
に
散
乱
す
る
岩
石
は
無
残
。

額
に
吹
き
出
す
汗
を
指
で
打
ち
払
い
な
が

ら
も
心
肺
機
能
は
絶
好
調
。
足
元
に
は
フ

タ
リ
シ
ズ
カ
、
ハ
ナ
イ
カ
ダ
が
咲
き
、
オ

オ
ル
リ
、
オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ツ

ツ
ド
リ
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
の
鳴
き
声

に
耳
を
傾
け
る
。
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
の

鳴
き
声
は

「焼
酎

一
杯
グ
イ
ー
」
と
ユ
ニ

ー
ク
だ
。

一
時
間
五
十
分
で
、
石
仏
が
安
置
さ
れ

た
尾
根
道
に
着
く
。
清
風
に
凌
駕
さ
れ
る
。

JAC
支部だよリ

全国各地の支部から,独自の活動状況を
リポー トします。
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こ
こ
を

「風
の
峠
」
と
名
付
け
よ
う
か
。

雙
手
も
て
杖
を
突
き
た
て
た
ち
い
こ
ふ

森
の
深
み
に
わ
が
心
燃
ゆ
　
　
　
牧
水

こ
の
歌
に
出
会

っ
た
感
動
が
よ
ぎ
る
。

眼
下
に
は
、
公
害
で
話
題
と
な
っ
た
高
千

穂
町
土
呂
久
地
区
。
八
合
目
の
ニ
ツ
岳
八

幡
神
社
本
宮
の
祠
を
過
ぎ
る
と
、
黄
色
の

花
を
つ
け
た
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
群
生
地
。

三
十
五
分
で
山
頂
着
。

花
の
過
ぎ
た
大
木
の
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ

の
花
び
ら
の
舞
い
落
ち
る
下
で
昼
食
。
祖

母
、
傾
山
は
指
呼
の
間
。
帰
路
は
、
急
坂

を

一
気
に
下
り
、　
一
時
間
三
十
分
で
登
山

口
着
。
清
流
で
顔
を
洗
い
、
酷
使
し
た
足

を
冷
や
し
、
三
日
間
の
山
旅
に
そ
れ
ぞ
れ

が
熱
い
思
い
を
込
め
て
帰
路
に
つ
く
。
山

よ
、
渓
よ
、
あ
り
が
と
う
。
（井
野
元
繁
）

新
緑
の
定
例
山
行

西
会
員
の
受
賞
祝
賀
を
か
ね
て

東
九
州
支
部
で
は
毎
月

一
回
、
会
員

・

会
友
で
定
例
山
行
を
行

っ
て
い
る
。
今
年

度
の
第

一
回
は
、
県
北
の
名
勝
裏
耶
馬
渓

山
群
の
中
摩
殿
畑
山

（な
か
ま
ど
ん
の
は

た
や
ま

・
九
九

一
メ
ー
ト
ル
）
と
、
釣
鐘

山
（
つ
り
が
ね
さ
ん

・
八
五
二
メ
ー
ト
ル
）

の
新
緑
縦
走
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
。

ま
た
、
会
の
事
務
局
を
永
年
担
当
し
て

い
る
西
孝
子
さ
ん
が
昨
年
十

一
月
、
ネ
パ

ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
コ
ン
デ
リ
峰

（六
〇

一

東
九
州
支
部

一
メ
ー
ト
ル
）
単
独
登
頂
の
快
挙
に
よ
り
、

地
元
新
聞
社
か
ら
二
月
二
十
五
日
に
表
彰

さ
れ
た
。
そ
こ
で
受
賞
の
祝
賀
登
山
も
兼

ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
月
二
十
日
国
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
総

勢
三
十
八
名
は
自
家
用
車
六
台
に
分
乗
し

て
五
時
、
大
分
の
事
務
局
を
出
発
。
い
つ

も
よ
り
多
い
参
加
者
で
配
車
に
手
間
取

っ

た
が
、　
一
路
高
速
道
路
を
玖
珠
イ
ン
タ
ー

ヘ
。
こ
こ
で

一
台
合
流
、
さ
ら
に
登
山
口

の
市
平
上
集
落
で
日
田
か
ら
参
加
の
二
台

が
合
流
し
、
下
山
地
の
岩
伏
の
集
落
へ
全

車
輛
を
回
し
た
。

七
時
五
十
分
、
釣
鐘
山
へ
の
登
り
に
か

か
る
。
新
緑
の
登
路
に
は
ワ
ラ
ビ
や
タ
ラ

の
芽
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
を
採
り

な
が
ら
約

一
時
間
の
登
り
で
山
頂
に
着
く
。

遅
れ
る
者
も
な
く
快
調
な
ペ
ー
ス
で
、　
一

汗
か
く
。

記
念
撮
影
の
の
ち
、
縦
走
コ
ー
ス
ヘ
向

か
う
。
踏
み
跡
の
し
っ
か
り
と
し
た
岩
混

じ
り
の
尾
根
を
快
適
に
飛
ば
す
。
行
く
手

に
は
目
的
の
中
摩
殿
畑
山
が
見
え
隠
れ
す

る
。
数
回
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
、

彦
見
岳

（八
九
六
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
急
な

下
り
を
慎
重
に
下
る
。
咲
き
始
め
た
ツ
ツ

ジ
の
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
が
目
に
飛
び
込
ん

で
き
て
、
疲
れ
を
い
や
し
て
く
れ
る
。
小

さ
な
こ
ぶ
を
二
つ
越
え
、
や
が
て
林
道
に

出
る
。
最
後
の
と
こ
ろ
は
運
材
用
の
ケ
ー

ブ
ル
を
止
め
て
も
ら
い
通
過
す
る
。
林
道

を
だ
ら
だ
ら
と
歩
く
こ
と
二
十
分
、
登
山

道
を
左
へ
と
り
、
十
五
分
で
中
摩
殿
畑
山

頂
に
着
く
。

山
頂
に
は
、
林
道
経
由
の
仲
間
や
祝
賀

登
山
取
材
の
地
元
紙
の
記
者
が
待
機
し
て

い
た
。
早
速
お
祝
い
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
な

る
。
全
員
輪
に
な
っ
て
お
め
で
と
う
の
万

歳
を
三
唱
し
、
乾
杯
。
西
さ
ん
の
お
礼
の

言
葉

「本
日
山
を
歩
い
て
改
め
て
幸
福
を

感
じ
た
」
と
い
う
の
は
実
感
で
あ
ろ
う
。

記
念
の
横
断
幕
を
前
に
記
念
撮
影
。
二
万

五
千
分
の

一
の
地
図
の
裏
に
、
参
加
者
全

員
の
サ
イ
ン
を
し
て
西
さ
ん
に
手
渡
す
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
最
高
の
お
祝
い
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
な
っ
た
新
緑
の

一
日
山
行
で

あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
（加
藤
英
彦
）

レモニー

味の技、心てつくる醍u%翼穂タワービル9F)

むさし坊

千代田区有楽町1-5-2803-3504-1905

むさし坊 猶阿店

(右凛町網コロ際)

。青u國獅 4-2-6卸 3-3230-2313

むさし坊 神田西日店
(神田西口通り商自詢

千代田区内神田2-9-91日 03-3252-5015

友磨ゆうぜん
(半酬 糊 駅 3列

千代田区平河町1-3-E503-3288-5891

番町店 (日 本TV通り五番町交差点角)

千代田区六番町4803-3234-3357

東京グリーンホカン都内に3店舗654室

各種ご宴会,ご会合にご利用下さい

“
“
口
“
ロ

水 道 橋 店●〒101東京都千代田区三崎町1‐ 1‐16 丁EL.03-3295‐ 4161

御茶ノ水店●〒101東 京都千代田区神田淡路町2-6 TEL03-3255-4161

後 楽 園 店●〒112東京都文京区後楽1-1-3   丁EL.03-38164161
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東

西
南

北

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、
俳
句
、
短
歌
、

詩
な
ど
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。

（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
点
に
つ
き
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
～
六
枚
で
お

願
い
し
ま
す
）

イラスト 1野 田四郎

′●

へよ` ともらト」)|メ
′́ノ・

「自
神
山
地
問
題
」
に
つ
い
て

石
田
稔
郎
氏
に
答
え
る

自
然
保
護
委
員
会

「会
報
」
六
三
二
号
に
、
当
委
員
会
が
提

出
し
た
意
見
書
に
つ
い
て
石
田
会
員
か
ら

の
意
見
が
掲
載
さ
れ
た
。
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た

「白
神
山
地
」
の
入
山
規
制
の

是
非
を
め
ぐ

っ
て
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

あ
り
、
私
ど
も
と
し
て
は
平
成
七
年
度
の

自
然
保
護
全
国
集
会
で
こ
の
問
題
を
取
り

上
げ
、
全
国
支
部
の
自
然
保
護
委
員
を
中

心
と
し
て
討
議
を
行
っ
た
。
そ
の
時
の
集

会
と
し
て
の
結
論
は

［さ
き
に
青
森
支
部

長
名
で
出
し
た

「規
制
反
対
」
の
意
見
書

は
委
員
会
と
し
て
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
］

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
そ
の
後
数
回
に
わ
た
っ

て
定
例
委
員
会
で
議
論
し
、
要
望
書
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
石
田
氏
は

一

部
の
委
員
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
要
望
書

の
内
容
に
つ
い
て
、
全
く
異
な
っ
た
意
見

を
述
べ
る
委
員
は
い
な
か
っ
た
。

■
地
元
登
山
団
体
は
規
制
反
対

昨
年
十

一
月
、
青
森
支
部
長
か
ら

「白

神
山
地
問
題
を
考
え
る
登
山
者
の
集
い
」

に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
を
受
け
、

当
然
、
そ
の
意
見
調
整
を
期
待
し
て
参
加

し
た
。

し
か
し
、
そ
の
集
会
は

「規
制
反
対
」

を
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
集

会
で
あ
り
、
意
見
交
換
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

集
会
終
了
後
、
「規
制
反
対
」
を
打
ち
出

し
、
私
ど
も
に
何
等
の
説
明
も
な
い
ま
ま

に

「入
山
規
制
反
対
」
の
決
議
を
し
て
意

見
書
を
提
出
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

石
田
氏
は
前
記
平
成
七
年
度
の
全
国
集

会
に
も
参
加
さ
れ
、
ま
た
、
青
森
市
で
の

「登
山
者
の
集
い
」
に
も
出
席
し
て
お
ら

れ
た
の
で
、
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
十
分

承
知
し
て
お
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
そ
の
集
会
の
時
、
何
ゆ
え
に

発
言
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
自
然
保
護
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
会
員
に
よ
っ
て
見
解

が
違
う
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
に
お
互

い
に
議
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
正

し
い
意
見
が
で
き
上
が
る
こ
と
と
思
う
。

そ
の
場
に
い
な
が
ら
意
見
を
言
わ
ず
、
後

に
な
っ
て
自
分
と
違
う
意
見
に
集
約
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
に
抗
議
す

る
こ
と
は
フ
ェ
ア
で
な
い
。

我
々
の
意
見
書
は
理
事
会
で
説
明
を

行

っ
た
上
、
提
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
慣
例
に
従

っ
た
も
の
で
あ
る
。

■

「
尾
瀬
の
例
」
に
つ
い
て

次
に

「尾
瀬
の
例
」
が
不
当
で
あ
る
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
尾
瀬
の
例
は
観
光

地
と
し
て
知
名
度
が
上
が
る
と
、
交
通
機

関
の
発
達
に
伴

っ
て
、
当
初
の
予
想
を
遥

か
に
上
回
る
観
光
客
が
訪
れ
て
、
生
態
系

に
甚
大
な
影
響
を
与
え
、
回
復
不
能
に
な

る
こ
と
の
例
証
と
し
て
上
げ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
石
田
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な
距

離
的
な
条
件
な
ど
は
問
題
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
同
氏
の
論
法
の
よ
う
に
生
態
系
に

与
え
る
影
響
を
過
少
評
価
し
て
自
分
た
ち

の
行
動
の
東
縛
を
受
け
ま
い
と
す
る
こ
と

こ
そ
が

「登
山
者
の
エ
ゴ
」
と
言
う
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。

■
「規
制
」
の
あ
り
方
に
最
終
結
論
を

去
る
三
月
二
十
日
付
の
新
聞
報
道
に
よ

れ
ば
、
「白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
連
絡

会
議
」
の
委
託
を
受
け
た
青
森
県
側
の
「白

神
山
地
世
界
遺
産
地
域
懇
話
会
」
が
最
後

の
会
合
を
開
き
、
最
終
結
論
と
し
て
「核

心
地
域
内
に
二
十
八
本
の
指
定
ル
ー
ト
を

設
定
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
に
限
り
事
前
の

届
け
出
を
条
件
に
入
山
を
認
め
る
」
と
す

る
結
論
を
出
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。

秋
田
県
側
の

「懇
話
会
」
は

「入
山
を
基

本
的
に
認
め
な
い
」
と
す
る
結
論
を
す
で

に
出
し
て
お
り
、
両
県
の
対
応
に
異
な
る

点
は
あ
る
が
、
入
山
を
規
制
す
る
こ
と
に

は
変
わ
り
な
く
、
大
要
に
お
い
て
当
委
員

会
の
出
し
た
意
見
書
の
線
に
沿
う
も
の
で

あ
る
。

こ
の
結
論
を
も

っ
て
「白
神
山
地
問
題
」

は
、
と
か
く

「入
山
規
制
」
に
対
す
る
是

非
の
み
が
議
論
対
象
と
な
っ
て
き
た
が
、

「世
界
遺
産
」
と
し
て
全
世
界
の
人
々
か

ら
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
託
さ
れ
た
我
々

日
本
人
が
「ど
の
よ
う
に
保
全
す
べ
き
か
」

を
さ
ら
に
き
め
細
か
く
議
論
す
べ
き
で
あ

っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
の

が
我
々
山
岳
人
と
し
て
の
務
め
で
あ
る
と

思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（澤
井
政
信
）

自
神
山
地
に
つ
い
て
の

石
田
氏
へ
の
反
論

西
日
正
司

会
報

「山
」
六
三
二
号
で
、
石
田
氏
は

「青
森
支
部
は
入
山
規
制
に
反
対
」
と
決

め
つ
け
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
事
実
と

(12)
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異
な
る
。
支
部
に
は
規
制
に
賛
成
の
会
員

も
多
い
か
ら
だ
。

自
然
保
護
委
員
会
の
意
見
書
は
、
あ
く

ま
で
も
「次
代
に
残
そ
う
美
し
い
山
と
渓
」

の
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
正
論
で
あ
り
、

百
年
先
を
見
越
し
た
、
妥
当
性
の
あ
る
卓

見
と
思
う
。

美
し
く
豊
か
な
自
然
に
多
く
の
人
が
入

り
込
め
ば
、
自
然
が
汚
れ
る
か
、
汚
れ
な

い
か
は
誰
の
目
に
も
明
白
で
あ
る
。
私
は

会
報
六

一
二
号
の
中
村
副
会
長
の
意
見
に

賛
成
だ
が
、
自
然
保
護
委
員
会
や
自
然
保

護
全
国
集
会
で
は
、
さ
ら
に
十
分
意
見
を

出
し
合
い
、
討
議
を
重
ね
て
、
前
記
の
意

見
書
に
達
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

石
田
氏
は
、
白
神
山
地
は
、
首
都
圏
か

ら
遠
く
、
交
通
も
不
便
で
、
入
山
者
の
増

加
は
あ
り
得
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現

状
を
見
る
限
り
、
事
態
は
全
く
逆
で
あ
る
。

登
山
者
の
ほ
か
、
釣
り
人
の
増
加
は
さ
ら

に
激
し
く
、
イ
ワ
ナ
の
減
少
や
ゴ
ミ
の
増

加
、
踏
み
荒
ら
し
な
ど
、
日
に
あ
ま
る
も

の
が
あ
る
。

私
は
白
神
岳
の
麓
に
生
ま
れ
た
会
員
で

あ
り
、
現
在
世
界
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

巡
視
員
委
嘱
を
受
け
て
い
る
。
白
神
岳
の

頂
上
か
ら
周
囲
を
眺
め
る
と
、
ブ
ナ
の
原

生
林
が
大
海
の
よ
う
に
広
が
り
、
山
並
み

の
彼
方
に
は
、
秋
田
県
側
の
世
界
遺
産
地

域
が
広
が
る
。
こ
れ
ほ
ど
大
面
積
に
残
さ

れ
た
原
生
的
天
然
林
は
ほ
か
に
は
な
い
。

日
本

一
の
豊
か
な
生
態
系
の
宝
庫
で
あ
る

と
確
信
し
て
い
る
。

美
し
い
自
然
を
守
り
、
故
郷
の
山
を
誇

り
に
思
う
地
元
民
に
は
些
か
も
他
意
な
ど

な
い
。
た
だ
、
か
け
が
え
の
な
い
白
神
山

地
が
汚
さ
れ
て
い
く
の
を
見
る
に
忍
び
な

い
だ
け
な
の
だ
。
白
神
山
地
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
も
、
次
代
の
人
々
に
と
っ
て
も

宝
物
な
の
で
あ
る
。

坂
倉
登
喜
子
さ
ん
の
出
版
記
念
会

勝
田
房
治

四
月
二
十
四
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
で
坂
倉
登
喜
子
さ
ん
の
出
版
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。

『心
に
残
る
花
の
山
旅
』
（四
月
発
行
）
で

次
々
と
山
の
本
を
発
表
さ
れ
る
坂
倉
さ
ん
。

山
に
咲
く
花
と
山
旅
を
め
ぐ
る
集
大
成
で
、

も
ち
ろ
ん
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の
探
求
も
し

っ
か
り
と
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
昨
年

一

月
発
行
さ
れ
た
山
と
地
酒
シ
リ
ー
ズ
の

『関
西
周
辺
山
と
地
酒
の
旅
』
も
合
わ
せ

て
の
祝
賀
会
で
あ
る
。

今

年

も

●
パ
」
粁
Ｔ
ヽ
で
会

い
ま

し

ょ
う

賑やかに華やかに、出版記念会

三
水
会
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
・
ク
ラ
ブ

合
同
の
肝
煎
り
で
設
定
さ
れ
た
会
場
に
は
、

各
界
よ
り
百
五
十
名
も
の
方
が
参
加
さ
れ
、

明
る
く
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
辻
橋
明

子
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
っ
た
。
三
水
会

・

木
村
代
表
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
日
本

山
岳
会
か
ら
は
村
木
会
長
、
三
水
会
の
片

岡
博
さ
ん
、
新

ハ
イ
キ
ン
グ
の
小
林
社
長

と
、
次
々
に
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
暖
か
い

祝
辞
が
贈
ら
れ
る
。

実
業
之
日
本
社
、
新
潮
社
な
ど
出
版
関

係
者
の
紹
介
が
済
み
、
満
を
持
し
た
バ
イ

キ
ン
グ
料
理
と
寄
進
の
銘
酒
多
数

（越
の

寒
梅
、
う
す
ゆ
き
草
、
玉
の
光
、
八
海
山

等
々
）
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
中
、

神
谷
恭
平
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
に
移
る
。

有
り
余
る
銘
酒
は
選
り
取
り
見
ど
り
の
飲

み
放
題
。
地
酒
の
旅
シ
リ
ー
ズ
で
も
ま
た

坂
倉
さ
ん
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
見
せ
つ

け
ら
れ
た
。
玉
の
光
の
鏡
割
り
で
宴
は
最

高
潮
。
今
井
喜
美
子
さ
ん
他
大
勢
の
方
か

ら
の
祝
電
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
、
山
下

順
子
さ
ん
が
代
表
し
て
の
花
東
贈
呈
、
そ

し
て
坂
倉
さ
ん
の
未
来
の
出
版
抱
負
を
含

め
た
力
あ
ふ
れ
る
お
礼
の
挨
拶
ま
で
、
和

気
あ
い
あ
い
の
盛
り
上
が
り
が
続
く
。

二
時
間
余
り
の
宴
は
全
員
合
唱
で
締
め

く
く
ら
れ
た
。
雪
山
賛
歌
が
始
ま
る
頃
か

ら
、
あ
ち
こ
ち
に
ス
ク
ラ
ム
が
広
が
り
、

「今
日
の
日
よ
さ
よ
う
な
ら
」
で
は
全
員

肩
を
組
ん
で
の
大
合
唱
で
出
版
記
念
会
の

お
開
き
を
飾

っ
た
。
（写
真

・
羽
田
栄
治
）

(13)

【世界の山旅0辺境の旅l夏版構含カタログ(全1田ベージ)、 こ■求下さい。
● ヨー ロッパ、スイス・フランス◆チ ロル・アルプス・ハイキング● モンプラ
ン登頂● カナデ ィアンロッキー…ハイキング●アフ リカ・キ リマンジャロ登
頂●英国の山●南米・ベルー・ トレッキング●パ キスタン K2エ アーサフア

シ トレ ッキ ング、K2パル トロ トレりとナ ンガパ ルバ

ッキ ング● イ ン ド
ッキ ング● カムチ
マ レー シ ア・キナ ノ

・ラ ダ ック

カ ン0ロ ッキ……トレ ッ ッ トニー

掲 載 して お り ます 。

※ そ の 他 、個 人 旅 行 、登 山 隊 、 ど って お り ま

運輸大臣登録旅行業490号/日 本旅行業協会正会員/IA私 公認代理店

月りl障グノ7多どπ魔五釜″
本社/〒105港区新橋2-13-8新橋東和ビル5階 TEL03■503-1911

大阪 8“-444-3033 名古屋8052(581)3211 福岡8092(715)1557

仙台8022(265)4611 広 島a田2(542)1660 札幌8011(7:1)7106
●詳細ツアー・バンフレットをご請求ください。    (帥りんゆう観光)



山 625-199706・ 20(第三種郵便物認可 )

図書 紹 介
中
村
　
進

・
著

『南
極
点
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン

未
知

へ
の
旅
』

北
極
点
、
エ
ベ
レ
ス
ト
、
南
極
点
を
制

覇
し
た
著
者
が
語
る
南
極
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ

ン
紀
行
で
あ
る
。
極
点
を
制
覇
し
た
偉
業

と
い
う
よ
り
、
仲
間
と
と
も
に
南
極
点
ヘ

到
達
す
る
ま
で
の
難
行
苦
行
を
細
部
に
わ

た
っ
て
記
し
た
も
の
。

著
者
ら
は

一
九
八
八
年
五
月
ェ
ベ
レ
ス

ト
山
頂
か
ら
の
テ
レ
ビ
中
継
に
成
功
、
平

地
の
四
分
の

一
の
酸
素
と
極
寒
の
世
界
を

体
験
し
た
。
そ
し
て
新
た
な
自
然
と
の
出

会
い
を
求
め
て
、
挑
む
相
手
は
自
分
自
身

で
あ
る
と
し
て
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
で
独
走
す
る
と
い
う
計
画
を
立
て
る
。

南
米
チ
リ
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
マ
ゼ
ラ

ン
海
峡
を
越
え

「広
大
無
辺
、
白
い
大
き

な
海
に
見
え
た
」
南
極
大
陸
へ
。　
一
九
九 イラスト 野田四郎

四
年
十

一
月
十
三
日
、
南
緯
八
〇
度
標
高

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ハ
ー
キ
ュ
リ
ー
イ
ン
レ

ッ
ト
入
江
か
ら
、
南
極
点
へ
と

一
二
〇
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
旅
が
始
ま
る
。

呼
吸
で
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
、
強
い

向
か
い
風
の
カ
タ
バ
風
や
地
吹
雪
と
戦
い
、

サ
ル
ツ
ル
ギ
や
ヒ
ン
ド
ク
レ
バ
ス
を
越
え
、

仲
間
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
と
と
も
に
Ｇ
Ｐ

Ｓ
の
計
算
値
を
基
に
南
極
点
め
ざ
し
て
進

む
。
標
高
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
マ
イ
ナ

ス
二
〇
度
か
ら
三
〇
度
の
白
い
世
界
を
ス

キ
ー
で
走
る
。
南
極
特
有
の
気
象
に
出
会

い
な
が
ら
つ
い
に
十
二
月
二
十

一
日
南
極

点
に
到
着
。
美
し
い
極
地
の
真

っ
青
な
空

を
見
上
げ
な
が
ら
、
南
極
だ
け
で
も
未
来

の
た
め
に
こ
の
ま
ま
残
し
て
お
き
た
い
、

と
著
者
は
想
う
。
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
感

激
は
極
点
に
あ
っ
た
か
途
中
経
緯
に
あ

っ

た
か
、
読
者
を
し
て

一
気
に
読
破
さ
せ
る

魅
力
に
満
ち
た

一
冊
で
あ
る
。
（林
　
栄
二
）

一
九
九
六
年
十
二
月
　
読
売
新
聞
社
発

行
　
二
四
五
ペ
ー
ジ
　
千
五
百
円

豊
田
和
弘

ｏ
著

『ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
叛
乱

―
と
う
ち
ゃ
ん
巻
機
山
に
生
き
ろ
―
』

上
越
国
境
の
山
、
巻
機
山
の
新
潟
県
側

山
麓
の
集
落
清
水
。
二
十
軒
ば
か
り
の
民

家
が
国
道
沿
い
に
建
っ
て
い
る
。
現
在
、

上
越
国
境
の
交
通
の
要
所
は
三
国
峠
に
移

っ
て
、
清
水
峠
は
時
代
に
置
き
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
い
、
過
疎
の
村
で
あ
る
。

昭
和
六
十
年
代
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
こ

の
村
も
列
島
改
造
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
嵐

の
中
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
集

落
で
た
だ

一
軒
の
民
宿
の
親
父
が
、
開
発

に
反
対
を
唱
え
、
保
守
的
な
ム
ラ
社
会
の

中
で
厳
し
い
村
八
分
に
も
遭
い
な
が
ら
信

念
を
貫
き
通
し
、
最
後
に
は
大
企
業
の
開

発
を
断
念
さ
せ
た
。
こ
の
民
宿
の
親
父
、

山
の
宿

「雲
天
」
の

「と
う
ち
ゃ
ん
」
こ

と
小
野
塚
忠
男
さ
ん
夫
婦
の
人
と
な
り
、

民
宿
を
通
じ
て
の
常
連
客

（主
に
東
京
の

大
学
の
山
仲
間
）
と
の
交
流
物
語
で
あ
る
。

バ
ブ
ル
崩
壊
の
今
日
で
は
と
も
か
く
あ

の
時
代
に
自
然
保
護
、
過
疎
の
地
域
の
生

き
方
な
ど
に
、
こ
れ
だ
け
の
信
念
を
貫
く

こ
と
は
至
難
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ

清
水
か
ら
車
で
三
十
分
の
湯
沢
の
町
の
現

在
を
見
る
と
、
ど
ち
ら
が
村
の
た
め
の
正

し
い
選
択
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
わ
か
る

一

文
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（南
井
英
弘
）

一
九
九
六
年
十
月
　
山
と
漢
谷
社
発
行

三
二

一
ペ
ー
ジ
　
千
六
百
円

Ｚ
ｏ■
「．Ｏ
Ｌ。０
く
Ｄ
一０
バ
て
¨
〓
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
＞

司
「
国
コ
∽
一０
”
ｍ
ａ

げ
て

口
・
口

・
〓

０
「
ｍ
ｍ
コ

＞
∽
一ｏ
コ

ｍ
ａ
ｃ
ｏ
ｍ
〓
０
コ
Ｄ
一
〇
０
『く
一〇
Ｏ
ｏ

日
０
０

】

ロ
シ
ア
の
軍
人
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
及
び

チ
ベ
ッ
ト
北
部
の
探
訪
旅
行
の
記
録
。　
一

九
世
紀
半
ば
過
ぎ
に
三
年
間
に
わ
た
る
東

ア
ジ
ア
高
地
の
旅
は
、
当
時
ま
だ
情
報
の

乏
し
か
っ
た
地
域
の
地
理
と
文
化
の
発
見

の
旅
で
も
あ

っ
た
。
Ｎ

ｅ
プ
レ
ジ
ェ
ヴ
ァ

ル
ス
キ
ー
の
報
告
が
ロ
シ
ア
地
理
学
会
を

経
て
イ
ギ
リ
ス
の
地
理
学
者
の
注
意
を
引

い
た
。　
一
八
七
六
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
二
巻

の
英
訳
本
と
し
て
出
版
さ
れ
、　
一
世
紀
以

上
の
後
イ
ン
ド
で
復
刻
本
と
し
て
よ
み
が

え
っ
た
。

Ｉ
巻
二
八
七
ペ
ー
ジ
　
Ⅱ
巻
三
二
〇
ペ

ー
ム
ン

ビ
ッ
ト

ｏ
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

・
著

黒
沢
孝
夫

・
訳

『生
と
死
の
分
岐
点
』

山
の
遭
難
に
学
ぶ
安
全
と
危
険

　

　

　

＞

原
題
は

「∽
ざ
Ｆ
ｏ
『
Ｆ
①■
ｃ
ａ

”
お
Ｆ
ｏ
　
０

Ｆ

『
①
Ｆ

ｃ
ａ

曰
∽
」。　
一
九
九
四
年
、

ド
イ
ツ
山
岳
会
安
全
委
員
会
の
二
十
五
年

に
わ
た
る
安
全
問
題
研
究
に
関
す
る
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
集
大
成
し
て
、
委
員
長
で

あ
る
著
者
が
公
表
し
た
も
の
。
事
故
を
避

け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
起
き
て

し
ま
っ
た
事
故
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
故
か
ら
事
前
に

学
び
、
周
知
さ
れ
た
事
故
原
因
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
事
故
を
何
度
も
繰

り
返
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
。

内
容
は
ド
イ
ツ
山
岳
会
安
全
委
員
会
の

二
十
五
年
―
理
事
長
、
副
理
事
長
記
を
序

と
し
、
凡
例

（用
語
等
、
遭
難
事
故
に
学

ぶ
）、
天
候
の
悪
化
、
落
雷
、

ロ
ー
プ
、
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時差 0日程への順応も必要

滝 和美

ネパールでの中高年ツアーの参加

者や トレッカーたちを診察したり、

治療したりして感じたことは、皆が

日本国内で、そこそこ山行を続けて

おり、全身疾患で治療中の方はほと
んど見かけないことであった。

しかし、乗り物酔いを経験したこ

とのない人が悪路で簡単に嘔吐する
ような状態になったり、初めてでも
ないセスナ、ヘリコプター、そして

飛行機でもすぐに酔ってしまう人が

多かった。

食事や飲料水に気をつけてミネラ
ルウォーターだけを飲んでいても、
かなりの人が下痢を起こしていた。

原因は何であろうか ?

ネパールと日本の時差は、 3時間
15分 しかないが、出発を準備するま
での仕事の片付けでの睡眠不足や夜

行便利用などで、疲れを残したまま
で入国する人が多いようである。

そして到着早々、早出の トレッキ
ングなどが始まると、当然バイオリ
ズムは崩れ、ホルモンバランスも狂
ってくる。加えて分刻みともいえる

過密なスケジュールが続き、個人旅

行でもない限り、疲労回復を図る十
分な休養をとる間もなく、行動が続
く。高山病にかからないまでも、体
調不良を起こしても当然といえる日

程がほとんどである。動けなくなっ

て皆に迷惑を掛ける前に、疲労と体

調不良を感じたら、一人だけでも行
動を中止して休養をとり、現地に順
応する時間をとるべきである。

高所順応の前に、時差と日程への

順応時間を確保して適切な疲労回復
を図り、体調を維持してこそ安全な

登山を楽しめると思う。
とくに初めての海外登山の場合は

要注意である。

化
学
薬
品
、
カ
ラ
ビ
ナ
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
、

ブ
ー
リ
ン
結
び
、懸
垂
下
降
、
ト
ッ
プ
ロ
ー

プ
、
登
行
器
、
残
置
支
点
、
股
間
の
ロ
ー

プ
、
退
却
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
そ
の
他
の
事

故
、
キ
ー
ネ

・
ス
ウ
イ
ン
グ
、
ク
レ
バ
ス
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
墜
落
、
奇
妙
な
事
故
、
山

岳
救
助
、
墜
落
と
死
、
お
わ
り
に
、
と
二

十
二
項
に
わ
た
っ
て
い
る
。

一
九
二
五
年
生
ま
れ
の
著
者
は
初
登
攀

歴
を
持

つ
尖
鋭
ク
ラ
イ
マ
ー
。
航
空
、
ロ

ケ
ッ
ト
産
業
の
設
計
技
師
で
装
備
の
安
全

向
上
に
尽
力
し
て
い
る
。
読
者
は
装
備

・

登
攀
行
動
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
無
知
と
過
誤

に
気
づ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
（三
沢

一
三
）

一
九
九
七
年
二
月
　
山
と
漢
谷
社
発
行

三
〇
三
ペ
ー
ジ
　
一
一千
六
百
円

著 者 書   名

図書室受入報告 (1997年 4月 )

頁 。大きさ 発行年  寄贈/購入別出版元

長野県松本深志高校(編)

小川誠

ゲーデケ(著 )島田荘平・他(訳 )

串田孫一 他 (共編)

澤田啓 (編 )

坂倉登喜子

柴田初子

菊川忠雄 (編 )

山口峯生

大分県山岳連盟 (編 )

日本学術振興会 (編 )

東洋大学体育会山岳部(編 )

ミシュレ(著)大野一道(訳)

手塚宗求

国土地理院地図部 (編 )

内田嘉弘

紀村朋子 (編 )

岡本良治

Reinhold Messner

C.G.Bruce

Wilhelln Filchner

Frederic Drew

Donald Rayfield

Gunter Oskar Dyhreru■h

N.Prejevalsky

西穂高岳落雷遭難事故調査報告書 (1967.08。 01)

3000mの ドラマ「穂高」 :小川誠写真集

アルプス4000m峰登山ガイ ド (ア ルペンガイ ド海外版)

立山 (日本の名山 第 8巻 )

クロカンマップ (2)

心に残る花の山旅 :と っておきの花の山 0エーデルワイス咲く山

私の登山人生 :高尾山からヒマラヤまで

日本の高山植物・和名および学名解説 (第 3版 )

大いなる山

党河南山 (郡連山脈未踏峰):大分県日中友好登山隊'94

秩父宮記念学術賞記念誌

東洋大山岳部1995年度冬山合宿事故報告書 I:戸隠連峰 0西岳

山

山里の音楽譜

5万分 1地形図作成・所蔵目録 (国土地理院技術資料)

京都丹波の山 (下巻):丹波高原

駅前登山55コ ース・東京周辺 (目 的別AGビ ッグフット)

山里そのまま (写真集)

Die Rote Rakete am Nanga Parbat

Kulu and Lahoul

Onl Mani Padme IIum

The Jummoo and Kashmir Territories:A Geographic」 Account

The Dream of Lhasa:The Life of Nikolay Przhevalsky

Baltoro:Ein Hilnalaya一 Buch

Mongolia(1)(2)[Reprint]

:The Tangut Country and the Solitudes of Nbrthern Tibet

(15)
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134pp/21crn

88pp/18crn

223pp/22crn
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287pp/320pp/23cln

長野県松本深志高校

東京新聞出版局

山と漢谷社

博品社

白山書房

実業之日本社

日本の名山を選ぶ会

日本の名山を選ぶ会

山口ふみ(私家版)

大分県山岳連盟

日本学術振興会

東洋大学山岳部

藤原書店

恒文社

日本地図センター

ナカニシヤ出版

山と漢谷社

山と漢谷社

Nymphenburger
Edward Arhold

FoA.Brockhaus

Edward Stanford

Paul Elek

Benno Schwabe

Asian Educational

Servlces

田中弘美氏寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈
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編者寄贈
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発行者寄贈

発行者寄贈
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目

圏

田

【
四
月
理
事
会
】

日
時
　
四
月
十
七
日
困
　
十
八
時
四
十
分

～
二
十
時
四
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
村
木
会
長
、
斎
藤
、
宮
下
各

副
会
長
、
大
屋
、
吉
永
、
中
川
、
大
谷
、

松
浦
、
伊
藤
、
南
井
、
渡
邊
、
溝
日
、
田

邊
、
宇
田
川
、
熊
崎
各
理
事
、
川
崎
、
石

橋
各
監
事
、
小
倉
、
大
倉
、
村
井
、
大
森
、

神
崎
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
中
村
副
会
長
、
水
野
、
堀
井
、

山
本
、
大
蔵
各
理
事
、
重
廣
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

日
　
資
料
借
用
の
件
　
　
　
　
　
大
屋

日
本
民
俗
資
料
館
よ
り
、
松
本
市
制
九

十
周
年
記
念
事
業
写
真
展

「
ウ
エ
ス
ト
ン

の
見
た
明
治

・
大
正
の
日
本
」
の
開
催
に

あ
た
り
、
特
別
展
示
と
し
て

「
ウ
ォ
ル
タ

ー

・
ウ
エ
ス
ト
ン
を
描
い
た
石
田
吟
松
の

ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
」
一
冊
の
借
用
と
、
写
真

「河
童
橋
上
の
ウ
エ
ス
ト
ン

一
行
」
の
複

製
の
展
示
許
可
願
が
出
さ
れ
た
。
（期
間
五

月
二
十
二
日
～
六
月
二
十
三
日
）
　

承
認

口
　
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
よ
り

「自

然
の
美

・
生
活
の
美
―
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ

ン
と
近
代
日
本
」
展
の
カ
タ

ロ
グ
制
作

（五
月
二
十
五
日
発
刊
、
売
価
二
千
八
百

円
）
に
際
し
、
本
会
所
蔵
の
志
賀
重
昂
著

『
日
本
風
景
論
』
（初
版
）
と
ウ
エ
ス
ト
ン
の

［ソ
ハＯ
Ｃ
●
一①
口
①①
『卜●
∞
”
目
無
】Ｗ
Ｘ
づ
【Ｏ
『
”
一い〇
●

Ｆ

，
①
Ｌ
選
８
８
①
＞
ぼ
ｏ］
二
点
の
撮
影

許
可
願
が
出
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
承
認

口
　
帥
小
学
館
よ
り
、
六
月
刊
行
予
定
の

「木
の
書
」
の

一
節

（上
高
地
を
開
い
た

男
）
に
「河
童
橋
上
の
ウ
エ
ス
ト
ン
一
行
」

の
写
真
掲
載
及
び
借
用
願
が
出
さ
れ
た
。

承
認

回
　
帥
白
水
社
よ
り

「
日
本
登
山
体
系
」

（前
十
巻

・
初
版

一
九
八
〇
～

一
九
八
二

年
）
の
本
年
六
月
復
刊
に
あ
た
り
、
日
本

山
岳
会
会
員
に
案
内
状
を
送
り
た
い
、
と

宛
名
シ
ー
ル
打
ち
出
し
依
頼
要
請
が
出
さ

れ
た
。
（有
料
購
入
）
　
　
　
　
　
承
認

口
　
平
成
八
年
度
事
業
報
告
の
件
　
大
屋

総
会
提
出
資
料
説
明
。
　
　
　
　
承
認

因
　
平
成
八
年
度
収
支
決
算
書
、
財
産
目

録
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
永

総
会
提
出
資
料
説
明
。
　
　
　
　
承
認

問
　
財
務
監
査
の
件
　
　
　
　
川
崎
監
事

平
成
八
年
度
の
収
支
計
算
書
、
正
味
財

産
増
減
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
及
び
財

産
目
録
を
監
査
し
、
正
確
妥
当
な
こ
と
を

認
め
る
。
（四
月
十
五
日
実
施
）
　

承
認

側
　
役
員
及
び
評
議
員
改
選
の
件
　
宮
下

四
月
十
六
日
評
議
員
会
議
が
開
催
さ
れ
、

副
会
長
を
除
く
理
事
、
監
事
は
別
紙
の
通

り
推
薦
さ
れ
た
。
な
お
副
会
長
候
補
に
つ

い
て
は
、
村
木
会
長
、
斎
藤
副
会
長
に

一

任
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

四
月
十
七
日
理
事
会
終
了
後
、
村
木
会

長
、
斎
藤
副
会
長
の
話
し
合
い
の
結
果
、

副
会
長
候
補
と
し
て
、
小
倉
茂
暉
、
大
森

薫
雄
、
竹
内
哲
夫
各
会
員
が
推
薦
さ
れ
た
。

０
　
エ
ベ
レ
ス
ト
デ
ー
の
件

（前
回
よ
り

継
続
審
議
）
　
　
　
　
　
　
　
　
大
屋

ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
よ
り
五
月
二
十
七

日
～
六
月

一
日
カ
ト
マ
ン
ズ
で
開
催
の
記

念
行
事
へ
の
出
席
要
請
に
対
し
、
神
崎
常

任
評
議
員
に
出
席
を
お
願
い
す
る
。
承
認

Ⅲ
　
事
務
局
職
員
の
永
年
勤
続
表
彰
の
件

大
屋

本
会
事
務
局
、
杉
山
職
員
の
勤
続
三
十

五
年
に
対
し
、
五
月
の
本
会
総
会
に
お
い

て
会
長
名
で
表
彰
を
行
う
。
　
　
　
承
認

【黍
言
員
〈
至
報
圧
口】

●
図
書
管
理
委
員
会

・
大
屋

雪
氷
学
会
に
対
し
「雪
氷
」な
ど
の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
寄
贈
要
請
の
依
頼
状
を
出
し

た
。
対
案
と
し
て
、
必
要
で
あ
れ
ば

「山

岳
」
「会
報
」
交
換
の
条
件
を
付
し
た
。

●
総
務
委
員
会

・
中
川

①
五
月
十
七
日
国
　
十
時
三
十
分
＝
支
部

長
会
議
　
十
四
時
＝
日
本
山
岳
会
総
会

十
六
時
三
十
分
＝
懇
親
会
（会
費
三
千
円
）

い
ず
れ
も
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
。

②
団
体
傷
害
保
険
　
四
月
十
七
日
現
在
、

加
入
者
六
百
七
十
名

（開
始
以
来
怪
我
八

名
）。
加
入
者
が
千
名
を
超
え
る
と
掛
け

金
が

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
割
引
に
な
る
。

③
海
外
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
場
合
、
死
亡
と

障
害
は
補
償
さ
れ
る
が
、
捜
索
費
用
は
出

な
い
。

●
集
会
委
員
会

・
中
川

①
四
月
十
三
日
同
　
サ
ク
ラ
ハ
イ
ク
＝
奥

多
摩
浅
間
嶺
、
現
地
集
合
、
現
地
解
散
。

９６
同
期
二
十
七
名
参
加
、
頂
上
で
鍋
を
囲

ん
で
懇
親
会
を
開
い
た
。

②
五
月
十
日
田
～
十

一
日
同
　
若
葉
会
山

行
偵
察
。

③
五
月
二
十
四
日
０
～
二
十
五
日
同
　
第

二
十

一
回
若
葉
会
山
行
、
薬
師
岳

・
和
賀

岳
。
（秋
田
支
部
が
協
力
）

●
指
導
委
員
会

・
熊
崎

①
二
月
二
十

一
日
０
～
二
十
三
日
同
　
志

賀
高
原
に
お
い
て
初
中
級
者
対
象
山
岳
ス

キ
ー
研
修
会
を
開
催
、
参
加
者
は
高
塚
武

由
主
任
講
師
以
下
十
八
名
。
天
候
に
恵
ま

れ
笠
岳
、
焼
額
山
～
竜
王
山
他
の
コ
ー
ス

に
お
い
て
、
雪
洞
構
築
訓
練
な
ど
危
急
時

対
策
を
含
め
予
定
通
り
の
研
修
を
行
っ
た
。

②
四
月
十
二
日
０
～
十
四
日
口
　
谷
川
岳

に
お
い
て
中
上
級
者
対
象
山
岳
ス
キ
ー
研

修
会
を
開
催
。
参
加
者
は
熊
崎
和
宏
主
任

講
師
以
下
十

一
名
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
谷

川
岳
～
天
神
尾
根
～
熊
穴
沢
～

一
の
倉
岳

～
芝
倉
沢
他
の
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
ク
レ

バ
ス
転
落
者
の
救
助
技
術
な
ど
の
訓
練
を

含
め
、
予
定
通
り
の
研
修
を
行
っ
た
。

（詳
細
は
会
報

「山
」
に
報
告
の
予
定
）

●
自
然
保
護
委
員
会

・
大
森
常
任
評
議
員

（大
蔵
理
事
は
海
外
登
山
遠
征
中
）

白
神
山
地
で
ブ
ナ
の
植
林
を
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
青
森
支
部
長
ほ
か

一
名
を
含

む
三
名
が
鰺
ヶ
沢
町
長
、
営
林
局
関
係
者

(18)
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と
懇
談
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
協
力
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

は
青
森
支
部
、
自
然
保
護
委
員
会
で
検
討
。

●
山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会

・
溝
口

平
成
九
年
春
期

・
県
道
上
高
地
公
園
線

ル
ー
ト
の
規
制
に
つ
い
て
説
明
。

●
山
岳
編
集
委
員
会

・
田
邊

「山
岳
」
九
二
号
編
集
内
容
案
提
示
。

●
海
外
連
絡
委
員
会

・
神
崎

①
ネ
パ
ー
ル

・
ポ
カ
ラ
山
岳
博
物
館
建
設

の
現
況
。

②
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ

（国
際
山
岳
連
盟
）
の
現
況
。

③
Ａ
Ａ
Ｕ
Ａ
（
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
）
の
現
況
。

④
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
に
つ
い
て
。

■
会
員
異
動

物
故

玉
川
勝
彦

（
一
一
〇
五
八
）
９

ｏ
４

ｏ
２１

退
会

小
堤
達
雄

（五

一
三
二
）
９

ｏ
４

ｏ
３０

鈴
木
利
也

（九
三
二
〇
）
９

ｏ
４

ｏ
３０

中
尾
志
津
子
（
一
一
一
四
〇
）
９

ｏ
４

ｏ
３０

改
名

坂
神
昌
始
（
一
一
九
四
五
）↓
坂
神
列

一
郎

四
■
■
回
目

４

月

１

日

２

日

山
岳
編
集
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン

ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ

青
年
部
　
９６
同
期
会

３

日

４

日

７

日

８

日

１１

日

１４

日

１５

日

10 922 21 17 16
日 日 日 日INFORIMIATION  普 習

◆
日
本
山
岳
画
協
Zゝ

展

日 日

常
務
理
事
会
　
山
の
自
然
研
究
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

総
務
委
員
会

二
火
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ

ク
ラ
ブ
　
９５
同
期
会

ジ
ャ
ッ
ク
９３
会

集
会
委
員
会
　
学
生
部

財
務
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ

資
料
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ

会
計
監
査
　
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ

ブ常
務
理
事
会

評
議
員
会

三
水
会

理
事
会

総
務
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
フ
ォ
ト
ビ
デ

オ
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
９６

同
期
会

科
学
委
員
会
　
集
会
委
員
会

４
月
来
室
者
５７６
名

山
を
愛
す
る
画
家
た
ち
が
描
く
山
岳
風

景
、
山
の
風
物
な
ど
二
十
五
点
を
展
示
。

期
間
　
七
月
九
日
因
～
十
五
日
”
　
十

一

時
～
十
八
時
三
十
分

（十
三
、
十

五
日
は
十
七
時
ま
で
）

会
場
　
朝
日
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

中
央
区
銀
座
四
―

一
〇

一

肌

・
〇
三
―
二
五
六
七
―

一
六
七

一

◆
松
田
敏
男

・
山
の
版
画
展

漆
に
よ
る
山
の
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を

中
心
に
花
の
あ
る
山
岳
風
景
、
樹
林
な
ど
。

期
間
　
七
月
二
十
二
日
“
～
八
月
二
日
同

十
二
時
～
二
十
時

（七
月
二
十
八
日
休
館
）

会
場
　
平
安
画
廊

京
都
市
中
京
区
寺
町
通
三
条
上
ル

鴨

・
〇
七
五
―
二
三

一
―
〇
六
九
四

◆
山
梨
県
芦
安
村
誌

「南
ア
ル
プ
ス
の
登

山
史
」
別
刷
り
頒
布
の
お
知
ら
せ

平
成
六
年

一
月
発
行
の
山
梨
県
声
安
村

発
行
の
村
誌
に
「南
ア
ル
プ
ス
の
登
山
史
」

（田
畑
真

一
執
筆
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
ど
声
安
村
の
ご
好
意
に
よ
り

別
刷
り

（Ｂ
５
判
八
〇
ペ
ー
ジ

ｏ
写
真
六

ｏ
枚
）
を
作
製
し
ま
し
た
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
左
記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

頒
価
　
九
百
円

（誌
代
六
百
十
円
　
送
料

三
百
四
十
円
）
切
手

（八
十
円
な

ど
小
額
の
も
の
）
で
代
用
も
可
。

問
合
せ
　
〒
三
二
三
　
座
間
市
相
模
が
丘

四
―
六
六
―

一
一
一　
田
畑
真

一

鴨

・
〇
四
六
〇
―
五
三
―
八
九
八
九

■
訂
正
　
六
二
四
号

（五
月
号
）
八
ペ
ー

ジ
四
段
二

一
行
目
の
「長
野
電
鉄
」
は

「長

鉄
」
に
、
一
二
ペ
ー
ジ

一
段
二
五
行
日

「石

田
兵
七

・
著
」
は

「兵

一
」
に
、
同
ペ
ー

ジ
ニ
段
三
〇
行
日
の
番
地

「
三
―
七
六
」

は

「
三
―

一
七
六
」
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
編
集
後
記
〓

本
号
を
も
ち
ま
し
て
、
会
報
編
集
の
私

の
仕
事
は
終
わ
り
ま
す
。
平
成
五
年
七
月

号
か
ら
本
号
ま
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
は

た
と
え
よ
う
も
な
い
ほ
ど
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
な
ん
と
か
大

任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
号
か
ら
は
次
の
編
集
委
員
に
よ
り
会

　

”

報
の
発
行
が
続
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
旧
に
　

ぃ

倍
す
る
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
事

・
村
井
　
葵

委
員

ｏ
小
倉
董
子
、
伊
藤
　
敵
、
大
屋
悌

二
、
小
倉
　
厚
、
高
田
員
哉
、
奈

良
原
町
子
、
江
本
嘉
伸
、
細
井
澄

子
、
冨
士
田
錬
子
　
（伊
藤
　
敵
）
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